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はじめに

スカウティングの原点を探るシリーズＮｑ５が出来ました。

表題は、前号に続いて「続・・温故知新」といたします。

今回は、昭和Ｓ６年から平成元年までの間に、ボーイスカウト曰

本連盟より発行された指導者用雑誌「スカウティング」の、巻頭言

から集めさせていただきました。

巻頭言にある数々の「ことば」には、今でも教えられる卓見が多

く、先輩諸先生の足跡がよく偲ばれます。

題名の「温故知新」は、先の号と同じく「古い物事を研究し、吟
味し、そこから新しい知識や見解を得ること」（瓜雛４inより）という意

味合いから、名付けました。

もちろん、私どもは決して、古いものをすべてよしと考えている

ものではありません。

しかし、古いものの中に、新しい時代にも生かせる優れたものが

あれば、それを大切にしたいと思います。

その意味で、この本をお読み願えましたら幸いです。

今までの各号は、おかげさまで皆様から大変ご好評をいただいて
歸集委員一同、まことに喜んでいます。

どうぞ本号も、より以上のご好意とご厚情を賜りますよう、はじ
めにごあいさつを申し上げます。

平成7年７月

大阪スカウトクラブ田村博治



「スカウティソグ」誌巻頭言集

(筆者名の無いものは、中村知先生の原稿です）

何もしない「参加」は

あり得な(,、

重要性パスオソの

故佐野常羽先生（最初の実修所長）は、よ

く、パスオソ（Ｐａｓｓｏｎ）を怠るなと、いわ

れた。その意味は、先輩は、よく、後輩を育

てて、バトンを渡せ、という教えである。

今や、昭和35年（1960年）は、昭和36年

（1961年）に、バトンを渡した。新年を迎え

て、この、パスオンを思うのである。

ラグピイ、フットボールにおいて、ポール

を、パスオンする場合、渡す者は、必ず受け

る者より前の方にいなければならない。受け

る者は、これは必ず後方にさがって韻一ﾉﾚを

受けねばならない。これがルールであって、

このルールを破れば反則となる。佐野先生

は、これをいつもいわれたのである。

先輩が、ポールを持ち続けてパスオンしな

いならば、ゲームはおもしろく展開しない。

それはいつまでたっても、昭和35年がおわら

ないのと同じである。

指導者道（リーダーシップ）の要諦の１つ

である。班長は次長を育てて、パスオンし次

長は８番スカウトを、よく育てて、これにパ

スオンすべきである。隊長、副長みな然りで

ある。

先輩たちよ、ポールを持ちすぎないよう

に。後輩よ、いつでも受けつげるように。そ

うすれば、ゲームは、もっと、もっと、面白

くなるであろう。

世間には、役員の１人として名前をつらね

るだけで、１度も、役員会に出席せず、何も

しないで任期を終る人が相当ある。そして、

「重任をさまたげない」という会則によっ

て、欠席のまま、またもや役員になる例が多

い｡

われわれスカウト仲間は、そのような悪習

慣を破りたいものである。スカウティソグに

おいてはいつも全員参加でずるのが「班制教

育」の建前である。この場合の「参加」と

は、なんらかの分担をもつ、と、いうことで

ある。分担と責任をもたない参加というもの

はあり得ない。英語で、PARTICIPATION(参

加）という言葉は、分担(PART)をもつ、と、

いうことである。

ふんなが、それぞれの分担をもち、みんな

の総力で、協力することが民主主義である。

スカウティソグは、そういう運営を、少年の

頃から生活を通じて身につけさせる教育であ

る。

もし、参加ということを、正しく解釈して

いない者がいるなら、とくと、反省して頂き

たいものである。

1960年11月号

1961年１月号

１



自転と公転

春がきた。わが地球の温帯地方には春夏秋

冬の四季が、まことに規則正しく訪れる。こ

れは、地球が太陽の周囲を公転するからであ

る。

地球そのものは自発活動みたいに自転して

いる。これによって、昼と夜、そして時刻が

生まれてくる。地球以外の惑星も、さだめ

し、そうであろう。

こうした太陽系の運動は、誠実にルールに

従い、ルールを守っている。スカウト運動も

また、太陽系運動の法則と一致しなければな

らないのではあるまいか。

すなわち、自己研修（自転）だけがスカウ

ティングではなく、公転して、他との協働に

努め他と調和し、他を益さなければスカウテ

ィソグではないと思う。国際関係というもの

も、そのあり方は、この、公転運動でわかる

であろう。国際コースとは、公転の原理と方

法を探究してそれを実行するコースである。

Ｂ－Ｐは永久不滅の太陽でありＴ光と熱と

引力とを備えて、人種、国境、階級、宗教、

言語、風習の差別なく万物を照している。

Ｂ－Ｐは永遠に世界の総長であり、われら

の太陽である。．

(先哲のことば）

蝋
青員われら

地球から見える月は、いわゆる表面だけで

あってその裏面は見えない。けれども、月の

実体は球形のはずである。

これと同じように、教育界でも、人女はそ

の表面の「教員」だけを知っていて裏側の

「育員」に気がつかないのか、「育員」とい

う言葉を見たことがない。

「教」は「あるべきところ」すなわち真理

を教えることがその本旨であるが、教えるだ

けで、あるべきところに「あらしめる」とい

う「青」の面は、おおむね、自然にまかして

いるようである。これは悪くいえば「野ぱな

し」になりやすい。非行少年は、そこから生

まれる。

われらスカウト指導者は、「育員」であ

る！

「そだてる」ことがその役目である。日本の

教育が、とかく「教」に偏重して、「教」と

「青」とがアンバランスになっている今日、

その任は重いといわなければならない。

りっぱな次代の後継者を、１人も、育て得

なかったら、服装だけの指導者に終ってしま

うであろう。それには、おのれ、まず、そだ

たなければならない。

1961年８月号

常に開拓者たれ

創意工夫せよ（発想の転換を図れ）

情熱を燃やせ

苦労は買ってでよ

1961年Ｓ月号

２



どこでもいつでも道

「人づくり」には環境が大切であるとい

う。そこで家庭や学校や社会がその場として

叫ばれている。

けれども、ある環境によってはそれが可能

であり、またある環境によっては人づくりは

不可能だという考え方には再考の余地がある

ように思われる。動物の場合はそうであろう

が、人間づくりは少しちがうと思う。そして

人づくりは青少年だけの問題であって成人に

はその必要はないかのごとく考え易い点にも

賛成できない。

われわれは、環境のいかんを問わず、年令

のいかんにかかわらず、真にその人間がりっ

ぱな人間になろうとする決意さえ燃やすなら

ば、いつでも、どこでも、だれでも人間はで

きるものと考える。もし、人間ができなかっ

たら、その人の一生はゼロだと思う。

朝、起きてからの一日のすることなすこと

のどれにおいても、自分が自分で「人づく

り」をやっていなければ人間はできない。洗

面する時、食事する時、道路を歩き乗物に乗

っている時、学校や勤め先での勉強や勤務の

とき、そして夜、家で寝る時、それが自分の

人づくりにならなかったなら、その勤務や勉

強は何のためになされたのかその意味がわか

らない。ただ、よい成績をとるとか、仕事熱

心という評判だけに終ってしまうのでは残念

である。動物づくりならそれでもよかろう

が……｡

われわれは、Once8Scout,ａｌｗ８ｙｓＱＳｃｏ－

ｕｔという言葉をここに再確認したい。真のス

カウトは、いつでも、どこでもスカウトであ

る。彼は悪い環境はあってもスカウトとして

の人づくりに励むだろうし、その悪い環境の

改善に奉仕するであろう。

環境次第で人間ができるということは正説

ではあろうが、環境によらなければできない

道のための研さん(鑑）といい、道のため
の精進といい、先輩のはげましの言葉の中に

“道,,という言葉が使われるが、案外聞き流

されているのではなかろうか。

道は原始人が食糧である果実や草根、獣や

魚らを得るために、山野や海辺へ行く通路に

はじまって、現在の経済や生産の流通、政治

力の浸透やまた、治安や防衛、文化の普及に

重要な機能を果す、人間社会の基本的通路で

あるが、ここでいう道は、数多くの先輩たち

が苦労して開き、築いてきたスカウト道のこ

とである。

われわれは、先輩によって開かれ、先輩に

よって踏み固められたこの道を、ただ歩くだ

けでよいものだろうか。道のための研さん

(鑓)はおろか、自分のための精進さえ満足で

はないのが現状ではあるまいか。

何事によらずその深奥を究めることはむず

かしい、況して、森羅万象大自然を友とする

スカウト道にあってはその困難さはいうまで

もない。

各自のスヵゥティソグの向上に最善を尽く

すことが第一、そして、他人のスカウティソ

グの向上に力を貸すことができて、はじめて

道のためといい得るのではあるまいか。

そして、いつの日か、輝くスカウト道の標

石の礎の一つとなる、道への精進。何と困難

であり誇りに満ちたものであろう。

1961年10月号

人間は頭・心・手によって学習する

（ペスタロッチ）

３



スカウティソグは

深し、森である

ような人づくりでなく、根本的に自発的自主

的な人づくりを提唱したい。人づくりとは、

動物的でないヒニーマソ（人間）の形成でな

くてはならない。万人から愛される人をつく
ることでなくてはならない。Ｂ－Ｐが描いた

人間像は正にそれである。

多彩な夏の行事も予定通りに実施されて風

さわやかな新秋ｅ月をここに迎える。

この夏、空路はるかにギリシャに使いして

世界ジャンボリーに列し、Ｂ－Ｐの説いた国

家的でもあり国際的でもあり世界的でもある

スカウティソグを切実に学んだ者もあるし、

一介の少年の身になって実修所に入所した人

もいるし、隊の訓練や県大会で汗を流して少

年たちに奉仕したものもある。みな、それぞ

れに、全力を尺し、この運動への忠誠に励ま

れたことは、まことに欣快にたえない。

けれども、よく考えてみると、われわれ

は、やればやるほど、スカウティソグの奥行

の深いことに気がつく。もうこれで森を抜け

た－ということはありえない。そして前人

未踏の境地が無尽にあるように思う。一生を

かけても探究しきれないとさえ考えられる。

そう考えると、10年ぐらい隊長をつとめて

も、実修所の１２コースぐらいを修了して

も、ウッドパッジをもらっても、それはほん

の初歩というか入門というか、この深い森

の、まだ入口でしかないのだということを自

省してみる必要があろう。ジャンボリー参加

も一つのスカウト経歴にばちがいないが、そ

れも修行がたらないから海外へ学びに行った

ことを思い出したら、かつてあったような天

狗は出ないだろう。

すべてはスタートであって終点ではないこ

とを、とくに確認すべきであろう。

せっかく、この、すばらしい森にはいる仲

間の１人になりながら、はいるとすぐ森の天

狗になってしまって、その後の進歩がとまっ

てしまうようではハナはだ申しわけないので

はあるまいか。

1968年８月号

Ｍｅｍｂｅｒｓｈｉｐ

Ｆｏｌｌｏｗｓｈｉｐ

（協調の精神）

Ｆｒｉｅｎｄｓｈｉｐ

（友愛の精神）

Ｒｅ・ａｄｅｒｓｈｉｐ

（奉仕の精神）

(こんな訳し方もあるらしい）

｢もの」の「いのち」を

大切に

とは、生き物・品物・若者

・眼に見えないもの等全

｢もの」のことである

｢もの」

(人間）

ての

｢いのち」とは、寿命・生涯．生き

てゆく原動力．最も大切なもの（

真髄）等という意味である

1968年Ｓ月号
４



アウデイソグ 人づくりは

だれがするかつ
ｽｶｳﾃｨｿｸﾞ(SCOUTING)の%､すなわち

〆はｱｳﾃｨｿｸﾞ(0ⅢG)(戸外活動)だとい
われる。まことに、うまいことばである。

今や、秋の季節、このうえもない絶好のツ

ーズソである。カブたちはピクニック（野狩

り）に笑顔をほころばせ、少年スカウトは追

跡や忍び寄りや、ワイドゲームに夢中になる

だろう。

近頃の指導者は、昔とくらべて野外活動が

やりにくくなったことは事実である。近くに

よいキャンプ地はないし、ハイキングコース

も郊外の相当はなれた地点まで出かけなけれ

ば得られない。場所の選定をあやまるなら

ば、時として、心ない人たちのふるまいによ

って折角の環境をけがされ、逆効果のうき目

さえまぬがれないときく。

このような状況だからアウティソグは控え

目にした方がよい－と、もしも考える指導

者があったとしたら、それはアウトだ。われ

われは、困難を打開し、勇気をもって活路を

拓かなければならない。活路をひらくことが

アウティソグではなかろうか？

山は招き、野はほほえむ。モズは啼き空は

澄んでいる。大自然がそこにある。

アウティソグを忘れたら、もう、パイオニ

アーではない。

「人づくり」ということばの流行につづい

て、人づくりは、だれがするのか？という

論戦が各所でおこなわれている。

それはまず家庭の責任だといいきる者がい

る。学校にも責任がある－今の学校は受験

準備にあけくれして人間をつくっていない

－それで道徳教育をすぺきだという者もい

る。いやそれは社会全体の責任だ。不良書物

がいけない。ラジオやテレビの影響も大きい

ぞ、映画だってそうだ、と論じる者もいる。

深夜喫茶を禁止しろ……などと責任のなすり

あいのようなものもある。われわれは、スカ

ウティソグがいちばん、人づくりのよい道だ

と思っているのだが……。とにかく、人づく

りに大きな使命を感じ、それに努力している

なら、だれがしてもよいわけである。□さき

ばかりのムード合戦では空論におわる。

いかにも、人間が人をつくれないことばな

い。しかし、人間は住々にして便宜のために

人づくりをしたがる。新興国やあるイデオロ

ギーの国では、国が人づくりをしている。ま

た近頃、企業体が産学合一とかいって企業体

の中に学校や大学を設ける傾向がみえる。こ

れは企業を伸ばすための人づくりである。そ

れも受ける本人.が得心しているなら問題はな

いかもしれない。

けれども、本当の人づくりは、自分が自分

ですべきものである。自発活動Vこよるべきで

ある。他人に作ってもらったり、作られたり

するものではあるまい。自分の自主性や基本

的人権を犯されてまで、あるいは犯してまで

すべきものではないはずである。

1968年10月号

５
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さらに、われわれは、人をつくるのは人間

だ－という点にいささか疑問をもつのであ

る。そして人間にまさるカーうそをいわな

い、便宜のために人をつくらない力が、われ

われの身近かにいつもあることを忘れている

のである。その力は永遠不滅である。シャカ

もキリストもマホメットも、この力によって

偉大となったｃ古今幾多の名僧知識もこの力

によって自分の人づくりをした。わが、Ｂ－

Ｐもそうだった！

この偉大な力とは何か？いわく、それは

「大自然」である１芭蕉も西行も大自然の

力にふれるために旅をした。スカウティソグ

もまたこの道を行く。

Ｂ－Ｐは、「大自然」という東洋風のいい

かたを、「ジャングル」といいかえたと思

う。そしてウッドクラフトというものを「人

づくり」の方法だと説いた。

この意味で、スカウト野営やスカウトハイ

キングをよく考えてふたいものである。

～

ルヅクワイド

シニアスカウトの標語として英国では“L-

00kWide,，ということばをあげている。広く

見よ……とか、視野を広くせよ……とかいう

意味だとうけとられる。けれども、それは単

に、かけ声だけにとどまらないことに気づ

く。

それは－スカウティソグは、国内だけで

なく、広く世界的にひろがった運動であるか

ら、カブからローパーに至る課程（あるいは

過程）のなかの、シニアの段階で、Wo1dSc-

0utin8についての勉強をすべきだという意味

をこめていると解すのである。

どの勉強のお手本は、Ｂ－Ｐ自身が身をも

って示した。その年譜を一覧しただけでも

1910年から1988年に至る28年間に、２０回の海

外旅行をしているのである。そしてそれは彼

の力だめしであった。

1964年８月号

ｃ二コＣつ

⑪④曇④⑨
自分の隊、自分の県、自分の国のスカウテ

ィソグにだけ力を尽くし、思いをよせていれ

ばそれでよいというような、狭い心ではスカ

ウティソグの真の大きな姿を発見できないだ

ろう。世界的な市民にはなれない。
語る人尊とし、

語ることも知らないで

体で語る人、さらに尊とし。

導く事尊とし、

導くことも知らないで

後ろ姿で導く人、さらに尊とし。

われらは、わが国に欠けている広域スカウ

ティソグをもりあげねばならない。それは、

今後の日本のシニアスカウティソグのあり方

のいかんにかかっているのではなかろうか？

1964年Ｓ月号

６



風格 川

どんな川もその初めは水源がある。水源は

ポタリ、ポタリと落ちてくる水滴の、数多く

が集まってできる。それが細流となる。細流

のいくつかが合し、仲よく渓流となる。水は

岩をのりこえ、元気よくおどってたのしい歌

をかなでる。それはカピソグのようだ。

渓流は、どんどん下って里に出る。川幅は

１０メートルから50メートルとなる。流速は早

い。前途洋均という感じがする。ボーイスカ

ウトのようだ。ここで水は大小の岩や石とた

わむれ、たれさがった樹の枝をはじいたり、

魚どもを養ったりする。まだ濁らない。

大きな瀬にあたる。そしてだんだん平野を

流れるがその頃には左からも右からも汚水が

そそぎこみ、さまざまな人間どもの様相をう

つす。工場が見え、鉄橋がまたぎ、初めて文

明とか社会のにおいがする。いまや川はシニ

アスカウトの課程にある。時に船を流れにの

せて運んでやる。材木を流してやる。奉仕で

ある。しかし、川幅はだんだん広くなる。そ

して、将来遠い外国に行きたいと思う。いろ

いろな毒水もそそぎこむ。そのため身をほろ

ぼす仲間もいる。まもなく河ｐ近し。水は、

かえりみてヨハソ・シュトラウス作曲のメロ

ディーを口ずさむだろう。

おう、ついに海に出た１はて知れぬ大洋

に流れこむ。もう夢の世界ではない。ここで

初めて潮の干満というものにさらされる。岸

にぶつつけられたり、深い海底にひきこまれ

たりして、いったいどこへ行くのか予測でき

ない。まさに、これはローパーリソグであ

る。文字どおり塩からくなった自分におどろ

く。晴れた朝のなんと美しいことよ！され

ど嵐の夜はまことにけわしい。大きな外航船

をうかせてやるときは、その船といっしょ

に、まだ見知らぬ外国に行けるような気がす

「萬葉集」の1042に、天平１６(７４４)年正月

11日、市原王が大伴家持と活道(いくU）岡に登

った時に詠んだ一首として、

一つ松幾代か歴(へ)ぬる吹く風の

声の清(す)めるは年深みかも

というのがある６

吹<風は、若木老木の別なく平等に吹いて

ゆくのだが、その風にそよいで、それらの木

の枝や葉がかなでる音は一様ではない。ある

ものは軽薄な音を発し、あるものは自己宣伝

の声を出し、あるものは素直でない音を出

す。不和雷同の叫びもあろう。これは音とし

ては雑音である。

たまたま、岡に登ったとき、心耳を洗うよ

うな、清く澄んだ松績（しようらい）をきい

た。ばつ、として見あげれば、それは、年を

経た１本の老松である。幾十年の風雪に耐え

たのかしらないが、それは磨きのかかった、

そして長い年月、丹念に吹きこんだ楽器のよ

うである－と、作者I式、このような感動を

詠んだものと思われる。

年輪をかさねたスカウターも、この老松の

ようにありたいものである。

これぞ、風格というものか！

1964年ｅ月号

育ちゆく強さにある

風雪に耐えた

歴史にある

若木の美しさは

老樹の美しさは
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さて、これをさらに－歩進めて、仕導者と

いう人があらわれた。これは、奉仕者だとい

う意味を強めているらしい。この仕導者を亘

蔓萱と書きかえたらという人もある。

以上を文字の遊戯だとかたづけないでほし

いｏ

要するに、導くという自信を失ってはなら

ないが、さりとて自信過剰で、「おれについ

て来い」でも困る。快晴の秋空を仰いで、と

くと考えてみたいものである。

ろ。砂浜に、たまに帰ってくるが、そのと

き、かわいい坊やたちは、私のなかに足をひ

たして、キャッ、キャッとたわむれる。泳が

せてやろうか……ね。

こういう流れを経て、われわれはリーダー

となったのだ。

1964年７－ｓ目号

1964年10月号

「、ンドウツヤ」

について

われわれは、英語のリーダー(Leader)に普

通、指導者という訳語を用いている。これは

リードする人という意味である。先導者。

ところが、指導者という日本語は、住々に

して曲解され易い。その一つは、全体主義の

指揮者、すなわち、かつてドイツのヒットラ

ーが用いたフューラー(Fihrer）というドイツ

語、これも指導者である。大きなワンマンで

あり、陣頭指揮タイプである。牽引車（者）

だ。

今のような、民主的な組織において、も

し、このタイプで臨むならば、その結果は指

導にならないで死導となるだろう。個性を殺

すからである。

スカウティソグは、自発活動に基盤がある

ので、スカウト１人１人はそれぞれ自分のニ

ンジンを持っている。リーダーは、それを始

動させる人だから、ほんとうは指導者ではな

くて始動者なのだという人がある。このいい

方には自分から進んで私は指導者でござると

名のるのはおこがましいではないか、という

点で賛成者がある。

玉磨かざれば

器を成さず

るな五言１１＝

おこたるな

あせるな

おこるな

くさるな いばるな

る五言1１

聖なる決心ある確固たる

正直なる正義なる

８



原理

原理というものは、往為にして雲にかくさ

れやすい。スカウティソグの原理にあっても

そうである。
花の力、おり

陽春Ｓ月、まさに花咲き鳥歌う季節であ

る。

花には、さまざまな色があり、いろいろの

形がある。けれども、それはみな美しい。も

し、美しくたい花があるとしたら、それは、

それよりずっと美しい花と比較しての評価で

ある。そういう評価の仕方はとりたくない。

花の個性を無視した評価の仕方だからであ

る。

原理からルールが作られる。しかし、ルー

ルは時に応じて、改正も、変更もありうる。

廃止さえできる。けれども、どうしても改廃

できないルールがある。それが原理のもとだ

といえる。制度についてもルールと同じよう

なことがいえる。

原理を曲げてまでも、スカウティソグをひ

ろめることをしてはならない－という意味

のことばが英国の本にある。このことばは、

自発活動でもない者をスカウト仲間に入れる

必要はないという章に出ているのであるが、

スカウティソグ全体の上で、このことばは活

きると思う。

又、花としての最高の資格は、その色や形

よりもむしろ、「かおり」にあると思う。

「かおり」の欠けた花は、なんとしても魅力

がたりない．

スカウトでも同じことであろう。「かお

り」をもつことによってはじめてスカウトら

しいスカウトといえると思う。さて、それで

は、スカウトの「かおり」とは何だろうか？

常に原理を守ること。原理によってスカウ

ティソグは存在する。原理は太陽である。

太陽は、しばしば雲によってかくされるか

ら、われわれは常に心せねばならない。
答。それは、信頼されることである。

なぜか？

答。信頼にあたいしてこそ真のスカウトだ

からである。それがスカウトの「名誉」だ

と、Ｂ－Ｐは教えている。

晩秋初冬の空を仰いで、こんなことを考え

てみたい。

1964年11月号

「花は、かおるよ、花の香に……かおり

か、ひかりか、ああ、名誉」

スカウトたちは、こう歌いながら、胸をは

って春の野山をあるいて行く。ロユ１．〃

1965年８月号

９



方法とは 法」ではない。原理さえつかめば、方法はひ

とりでに泉のごとく湧いてくる。求めている

のは、そういう人材であって「術つかい」や

｢要領つかい」ではない。

講習会、研修会、実修所に集まってくる人

たちは原理をつかもうとはせずに、方法を習

おうとする傾向がある。いろいろな方法を習

いおぼえ、それを身につけて万能なリーダー

になりたいと思うらしい。初心者というもの

の心理だといえよう。

1965年ｅ月号

スカウティソグには、原理と方法とルール

の三つがある。一番、大事なのは原理であ

る。原理から方法が生まれ、その方法が原理

を曲げて、のさばらないよう、ルールが定め

られるのである。

だから、方法ばかりを勉強していると、原

理に暗くなり、時としてルールを超えるにい

たる。これは昔の諺の「論語読みの論語知ら

ず」「山に入って山を見ず」に相当する。

人間の可能性

を信じる

スカウティソグを、まじめにやっている

と、自分にも、こんなことができるのか－

と、可能性を発見する喜びが時々ある。

この可能性を、ゑんなが総力結集して行け

ば、この世に悲惨な人間同志相殺の戦争とい

うものをなくして、動物のような下劣さから

人類を進化させるという有史以来の大事業だ

ってできないことはなかろう－という気が

する。ペーデソ・パウェル卿は、その可能性

を信じておられた。

方法での達人は、天狗になり易い。天狗と

は原理に暗いものである。原理に明るい者

は、むしろ謙虚であり、しかも縦横無尽の力

を内蔵している。それは、あらゆる方法は原

理から生まれるからである。

それは、原理から生まれた方法なのか？

それとも原理を曲げてまで、あるいは、ルー

ルを曲げてまで作った方法なのか？この点

に鋭利な分析を要す。曲げて作った方法は無

理である。無理とは無原理である。邪道とも

いい､･便法ともいう。

これは、あまりにも、方法にたよろうとす

ることから起った結果である。

実修所入所希望者に進言したい。実修所は

方法を通して原理をつかむところである。そ

れゆえ、方法だけを習う心で入所するなら

ば、それは、おかどちがいである。

ここで人類の進化について考えてみると、

科学の面では特に大きな進化をした。月や金

星に旅行することだってそのうち実現可能に

なる。けれども、思想的、ヒューマニズムの

上では、釈迦、キリスト、孔子、ソクラテス

をしのぐような人間は、不幸にしてまだ出現

しない。もう、2000年以上たっているのに…

｡

けれども、道心堅固、その出現を信じる。

つかむべきものは「原理」であって「方 1966年ｅ月号

1０－



値価
一一その発見と創造とパスオソー

価値を発見し、その価値を高めようとし

て、その価値の上に、新しい価値を創造し、

つけ加える。そして（それを後継者に手わた

す……。ここに、人生の価値、生存の価値が

あるのだと考える。
生んだあの

作ったもの
この公式を、万事にあてはめてみる。

まず－

スカウティソグの価値を発見し、その価値を

高めるよう実践に励み、そのなかから新しい

価値を創り出してつけ加え、それを後継者に

わたす……。

生んだものには、生命がある。いのちがあ

る。作ったものには、生命がない。いのちが

ないから滅びる。こわれる。

スカウティソグは、自分で生むものだと思

う。ベーデソ・パウェルも、それを自分で生

んだ、と考える。そうすることによって、自分の価値も出て

くるし、自分も高まるであろう。

生むためには、長い時間をかげて苦しまね

ばならない。人間が生まれるには１０ヵ月の苦

しみを伴う。

けれども、それは、相対的な価値観での価

値にとどまったのでは、まだだめで、絶対的

な価値の発見ができなかったら、真のスカウ

ティソグとはいえまい。

絶対的価値は、絶対者と人間との関係を知

ることによって、はじめて成り立つ。絶対者

とは、神や仏ということになろう。

他人が生んだり作ったものに便乗するだけ

では、ほんとうの価値はつかめないだろう。

スカウティソグは、そういう原理を教えて

くれる。自発活動一ということを。そして

ほんとうの価値というものを。1967年４月号

生むことができる－自分にも生める可能

性があると知ったとき、ほんとうに、神、仏

に感謝する心になる。

スカウティソグとは、生むこととみつけ

た。

日々は、生むことの連続である。

1967年ｅ月号
H1独でifi鼠探険をするのは賢明でない

１１



自転と公転

春がきた。わが地球の温帯地方には春夏秋

冬の四季が、まことに規則正しく訪れる。こ

れは、地球が太陽の周囲を公転するからであ

る。

地球そのものは自発活動みたいに自転して

いる。これによって、昼と夜、そして時刻が

生まれてくる。地球以外の惑星も、さだめ

し、そうであろう。

こうした太陽系の運動は、誠実にルールに

従い、ルールを守っている。スカウト運動も

また、太陽系運動の法則と一致しなければな

らないのではあるまいか。

すなわち、自己研修（自転）だけがスカウ

ティングではなく、公転して、他との協働に

努め他と調和し、他を益さなければスカウテ

ィングではないと思う。国際関係というもの

も、そのあり方は、この、公転運動でわかる

であろう。国際コースとは、公転の原理と方

法を探究してそれを実行するコースである。

Ｂ－Ｐは永久不滅の太陽であり、光と熱と

引力とを備えて、人種、国境、階級、宗教、

言語、風習の差別なく万物を照している。

Ｂ－Ｐは永遠に世界の総長であり、われら

の太陽である。

かなた

観察・推理の彼方

世にいう人間形成の教育は、観察、推理と

いう過程をたどることなく－足とびにモラル

に向かって行動をおこさせている。しかるに

スカウティソグだけが、センスの訓練から出

発してモラルへと伸ばしている。すなわち、

感覚器官の訓練にはじまり、観察と推理を重

視する、というのである。Scoutin8は「斥

候」であろうが、それを意訳すれば「観察推

理」だといわれる。

われわれは、この観察、推理というものを

ひとつの「技術」だとみてはならない。なぜ

か？それは－観察する（観察される）対

象物の物質的様相のみにとらわれて、その事

物のことごとくが、大宇宙の霊の作用による

神秘な意味を内蔵していることを見のがしや

すいからである。

1961年８月号

問題は、「いかにそれを解読するか？」に

ある。

月を指さす、指だけを見て、月そのものを

見なかったならば、その観察推理は、真理の

解読とはならないのである。そしてそれは、

人間形成と結びつかないものになってしまう

危険が多分にあると思われるが、いかが？慈悲は草木の根なり

人の和は花実なり
1967年Ｓ月号
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個人主義と利己主義

とはちがう

通信一とＩま

スカウトの修める技術の中に「通信」があ

る。それは、手旗信号とモールス信号で代表

される。けれども、詳しく数えあげれば、カ

ブのサイン、敬礼、握手、ことば使い、交通

信号、電話のかげかた－に始まり、追跡サ

イン、暗号、絵文字などから、少年部の身ぶ

り、笛信号、手旗、モールス、それも視号と

聴号があり、暗号手紙そして少年信号章があ

る。年長信号章には、鉄道、舷灯、霧笛、時

鐘、気象、警鐘、サイレン、掌形信号それに

国際旗旛－というように専門化する。

総じて、通信訓練、特にその中でも手旗と

モールスは、指導者にとっても、スカウトに

とっても、むずかしいものといわれている。

信号が得意でない隊長は苦労する。

西田幾多郎薯「善の研究」岩波文庫版１７０

ページに「個人主義と利己主義とは厳しく区

別しておかねばならない」とある。

昭和中期の全体主義横行の波は、個人主義

を利己主義と混同させてこれを非国民扱いに

した。今のマスコミ時代も、個人を一律に同

形化せんとしている。柳は緑、花は紅である

べき天来の個性を尊重しなかったら、それは

悪平等だろう。

スカウティソグは、その意味からいうと、

決して一律的団体訓練ではない。ただし、個

人主義が利他奉仕を忘れたならば、それは利

己主義に陥る。

そのためか、これは「技術」だという考え

方にどうしても陥りやすい。したがって、信

号手という技術屋を養成するかのどと<誤認

するものも出てくる。そして便利な携帯通信

機ができている今日、手旗など時代おくれだ

という者さえある。

真の個人主義は共同主義と一致する－と

西田哲学は説いている。

柳は緑、花は紅であることは、神のたまも

のであるとするならば、少年だとてそれをう

けた自発活動にその生命の、それぞれの本源

が秘められているはず。 これを「技術」だとしか考えなかったら、

それはスカウティソグの方法と目的とを倒錯

してはいないだろうか？

通信の「償」、信号の「債」は、和訓「マ

コト」である。マコトを発信し、マコトを受

信するのである。そこに「相互信頼」が成り

立つ。「億」とは和訓「タヨリ」でもある。

そこに人と人とのめぐりあい、交流ができ、

たより（信頼）に値する人間ができる。「通

信」訓練はこのように公民資質の形成に役立

つのである。

1967年ｅ月号

■■

･謡豊];窪帯）■￣

「通信は通神である」と、いった人があ

る。それは神がかりだとしても、「通信は通

真」であろう。

スカウトは誠実である－から……。

(左へ続く）1967年10月号

1３－



感覚訓練に

ついての〆そ

感覚訓練が、青少年の教育に大切だという

ことは、フランスの感覚論的倫理学者ニルヴ

ェシウス(1715～1771年）とコンディヤヅク

(1715～1780年)が、いいだしたが、それはた

だ学説の段階で終わった。
観察と泰仕

ところが、ほとんど同年代に、スイスの、

ジャソ・ジャック・ルッソー(1712～1778年）

は、仮空の少年ニミールを教育するという構

想から、有名な「エミール」を書いた。その

第２編に、５才～１２才に始まる五官の訓練に

ついてその方法を示したことは注目にあたい

した。

英語Observationは観察、ｓｅｒｖｉｃｅは奉仕

と訳されるが、この二語は、ともに、礼拝式

に関連がある、と、いうことを、新潟県連の

斎藤公一氏が発見したという。そして、奉仕

するためには、観察が先行し、観察力が必要

であると彼は説く。

辞書をひくと、Observanceには儀式、式典

という別訳がある。ｓｅｒｖｉｃｅには、神に仕え

る、礼拝式とか式という別訳がある。

ｏｂｓｅｒｖｅもｓｅｒｖｉｃｅもともに、Ｓｅｒｖｅとい

う語を抱いている。Ｓｅｒｖｅとは、仕える、尽

くす、礼拝、信仰、献身などで神に仕えるこ

とだと訳されている。

漢語の「観察」には、宗教的のふくみがあ

るとは想像されないが、英語“Ｏｂｓｅｒｖｅ,’に

はそれがある。

そこで試みに新仏教辞典で「観察」をひく

とカソザツと読み、五念門（阿弥陀仏の浄土

に生まれるための行為を整理した考え方）の

らつあるその第４に「阿弥陀仏の浄土の功徳

をさまざまに観察する」とある。そして(1)礼

拝、(2)讃歎、(3)作願、(4)観察、(5)回向、これ

を五念という、と記されている。

スカウティングにおいて、その序曲である

観察と終曲である奉仕とを、いかに関連づけ

られた行動律に織りあげ、染めつけるかを考

えてみようではないか。

「＝ミール」の影響、つまりルッソーの影

響は、ペスタロッチ（1746～1827年）、ヘル

ベルト（1776～1841年)、フレーペル（1782～

1852年）、そして、モンテヅソーリ（1870～

？）、デューイ（1859～1952年）におよび、

1906年アメリカにおけるプロジェクト、メソ

ッドの開発やさらに、1920年パーカスト女史

によるドルトソプラソへと展開された。そし

てイギリスの近代教育の土台にもなった。

以上は、教育学者や教育史家の通説であ

る。しかるに、学者たちは、感覚訓練を、い

ちばん、実際の教育にとりいれ、それを展開

させたベーデソ・パウェルの「スカウティン

グ」という教育法を、知ることが少ないの

は、どういうわけなのだろうか？

そして、センス(感覚)を訓練しないで、い

きなりモラル（徳性）を教育しようとしてい

る。世にいうところの道徳教育にそうした傾

向がみえるようである。1968年４月号 1968年ｅ月号

1４－



経験の教青
出来ないことを出来るように

分からないことを

分かるようにするのが

教育というものだ

「行なうことによって学ぶ」

（Learnin8byDoin8）

「失敗は恥ではない。しないことが恥であ

る」

ということばを、ペーデソ・パウェルは、し

ばしば、くりかえした。

これを、「実践躬行」つまり、「まず、実

行する」と佐野常羽先生は、のべられた。

スカウティソグは、経験によって自啓する

教育だといえる。

その経験というものは、外からくる経験、

すなわち、感覚する経験と、内からくる経

験、すなわち、反省による経験が土台であ

る。この、２つの足で、未知の荒野をあるく

のである。

あるくから、未知のところが道になる。す

でにある道をあるくのは開拓ではない。先駆

者ではない。

雪勘！!｣璽亀iLj蜜”
￣￣

野性味について

近頃のスカウトたちは、野性味が乏しい

－という声が出ている。その意味は、野営

地に着いて大自然にふれても躍りあがること

なく、大都市の生活と同じ振幅で、無気力だ

ということらしい。はたして、そうなのだろ

うか？1968年７月号

今夏、各地での夏期野営あたりで、どうで

あったか考えてみたい。成人たちが、周到に

計画し準備し、お膳立てしすぎると、スカウ

トたちは、それにあまえ、安全にして快適な

野営に馴れて、野性味を味わえなくなるので

はなかろうか？野営地そのものも、手入れ

されつくして庭園のようになる傾向はないだ

ろうか？

軟らかいものを（食べやすいもの②

与えるだけでなく

ほんとうは、野性味を満喫したい年頃の男

の子なのであるから、成人たちは、その点を

考えて、よい意味での野性味を伸ばしてやろ

うと思うが、いかが？

固いものを

噛みちぎって食べさせるような

歯ごたえのある教育をやろう
1968年10月号

1５－



とぱよりも心こ ところがもうひとつ……。有益だった欧州

パスがいなか道でエソコした。なかなか動

かない。そのときにその付近の人女が、おと

なも子どもも、はじめて見る日本人~それ

はユーゴスラビアのこと、こんなところに日

本人がきたのは、こんどが初めてで、歴史的

なことである－そのいなかの人が、いか

に、親切だったか、それを皆がいう。だれひ

とりユーゴスラビア語のわかるスカウト、ス

カウターはいなかった。また、むこうにも日

本語のわかる人はいない。それでこのときの

スカウトは、彼らの親切な気持を感謝してい

るのである。向うの人も日本人に好感を持つ

たればこそである。“ことばよりも心'，

ｸＫｆ留鳥夛辱三三良に

こんどの世界ジャンボリーに、ギリシャ語

はもちろん、英・独。仏と３ヵ国のことばを

話せるスカウトがいるとは思われず、まあ、

どれか１つでもちょっとわかれば、ジャンボ

リーというものは、じゅうぶん楽しく、心と

心の交りはできると考えた。また、そうであ

ったと思う。

ところで、さあバス旅行、これは団体旅行

で、他国人と日本のスカウト１人１人が話す

機会は、主あおみやげでも買うときぐらいで、

そんなことは問題ではないと考えていた。

ただひとつ私の気にしていたのは、スイス

のバリセレソという小さい町で、４０人が家庭

に迎えられ、９０人が野営という予定、野営の

方は問題でないが、家庭にとまるスカウトが

問題だった。

だいたいスイスは８つのことばが、３つの

地方で使われている。パリセレンはドイツ語

である。特別の人以外は英語なんて話さない。

ところが日本のスカウトにドイツ語の話せる

のは、きわめて少ない。家庭にとまって英語

が通じなくてばと、それを心配していた。

ところがどうだったろう、４０人というの

が、いよいよとなると１８０人全部を家庭に迎

えたいということになった。ありがたい。だ

が、ことばはと……。

皆がみな、旅行中でいちばんよかったの

は、このスイスの家庭でとまったｌ夜だとい

う。まったくこれは心と心の交りだった。こ

とばが不通でも、心と心、スカウトの心は世

界に通じる。ほんとうにうれしい。

私の心配はムダだった。ことばよりは心。

畷ｉｊｉｉｎｉｊｉｌＨ１

自然観察

．取らないで見よう

･花に鼻を近づけよう

･名前にこだわらないで見よう

．取らないで．見よう

･行かなければ見つからない

．生き物達の繋がりを察しよう

･生き物達のドラマを見よう

・ミクロばかり見ないで

マクロにも見よう

「
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

自然観察は理科の学習だけではない

－１６－



れからの道こ ということでもありません。運動の組織的活

動についても、教育方法の整備についても、

何よりも大切なスカウティソグの質について

も、日本のスカウティソグでありながら、他

の参考になるような高いレベルのものであり

たいと望む意味であります。

ｉＺ窒差塁曰召

日本の経済が世界でＳ指のうちに数えられ

るほどに成長したのに従い、また、オリンピ

ック大会など数々の国際的事業の成功などに

よって、わが国は他のあらゆる方面でも注目

の的となるようになってきました。第13回世

界ジャンボリーの開催に対しても、日本への

期待は私たちが考える以上に大きいようであ

ります。外国から見れば、日本のスカウティ

ソグは、日本の国力に相応する力を持っても

当然と考えられるのでありましょう。戦後の

日本は、一般に、どちらかといえば対外的に

はあまり積極的であったとはいえません。し

かし、そのなかでスカウティソグは、国際的

活動にも随分力を入れてきました。その成果

でありましょうか、最近に至っては、私たち

が好むと好まざるとにかかわらず、外へ出る

ことが要求されるようになってきました。私

たちは、倍増運動をはじめ、まだ国内でなす

べきことがたくさんありますが、国内の問題

の糸専念することは、もはや許されない状況

にあります。これからは、国際的活動の上に

もさらに責任の一部を分担しなければならな

いことになるでしょう。

もちろん私たちの運動の目的は、次の時代

をになう心身ともに健全な国民を育成するこ

とが第一であり、それに主力を注がなければ

ならないことは、いうまでもありません。し

かし、それについても、常に私たちが世界の

なかの日本であることを忘れず、他国のスカ

ウティソグに学ぶ段階を１日も早く卒業し

て、より多く与える国になるよう努力しなけ

ればならない時期がきつつあると思うのであ

ります。これは、謙虚さを失うことでもな

く、どこの国にも共通する方法を発見しよう

前を正し

後のいましめとする

》毫豊ｕ周「ノ忠抄匡

このスカウト運動に携わる全国の成人指導

者としての私たち同志が、この運動をあまね

く全国津友浦為まで広め、弥栄にするため

に、あらゆる努力を払う際に、是非とも考え

ていかねばならないことが８つあります。

その１つは、ベーデソ・パウニルの教え

(最後のメッセージ)の精神をわれわれの心の

支えとすること。次は人に後指を指されない

ようにすること。第Ｓはこの運動を信じ、少

年たちをこの運動によって、りっぱな市民に

仕上げるよう最善の努力を払うことでありま

す。それには、私たちが約束によって定めら

れたこのスカウト運動の規定を忠実に実行す

ることであります。

「前を正し、後のいましめとする」という

古い中国の諺があります。もし私たち成人指

導者が、基準に反するようなことをしていた

ならば、ただちに反省し、正しい道を求めて

進まねばなりません。それはちょうど病気を

なおすのと同じことで、このスカウト運動を

健康にし、少年たちを幸福にしてやることに

なるのです。

1７－



いた。いずれの場合もスカウティソグに関心

が示されているのは有難いが、それが正しく

理解されていないのは残念であり、われわれ

の力が至らないのを反省したい。

思うに、人目にふれるスカウト活動は大集

団の行事類がほとんどであることにこのよう

な誤解の一因があるのではないだろうか。団

創立何十年記念の盛大な式典、地区や県連の

キャンポリーやカプラリー、そして街頭パレ

ード、最大のものに全国的な祭典・日本ジャ

ンボリーがある。昨夏、２万ｓ千人が参加し

た７ＮＪでは、堂々の開会式、皇太子ご一家

をお迎えしてのジャンボリー大集会は10数万

の参観者を集め、ＴＶや新聞で華々しく報道

された。ところがスカウト活動の一番基本で

最も大切、有効な訓育方法である日常の小グ

ループ活動、つまり組集会や班作業、あるい

はこれらの連合したやや大きなグループ、つ

まり隊の活動でも、関係のスカウターと両親

方以外の人に見てもらうことはごく少ない。

ところで、わたしは今ここで、大集団行事

が悪いとか、やめようなどと言っているので

はないし、班や組の集会を大勢の人に公開し

て見物してもらうのを奨励したいのでもな

い。外からのこのような「スカウト観」をひ

とつの反省の資として、スカウト活動の基本

は小グループ活動で、これを通じての糸、ひ

とりひとりのスカウトの成長、進歩が助け励

まされることを忘れぬようにしたいだけであ

る。大集団の行事が盛大に整然と展開される

のは参加スカウト日常の小グループ活動の成

果のひとつの表れであって、大行事が訓育に

そのまま役に立っているわけではない。参加

者が多くなれば、なる程、集会や行事の形

式、組織、プログラム、さらには目的までが

スカウティング本来のものから離れて行きや

すいと言うのは言い過ぎだろうか。

1979年２月号

形ばかりスカウトの服装をしていても、内

容が基準に沿っていなければほんとうのスカ

ウトとは言えないわけで、スカウティソグに

奉仕をされるすべての方為は、常にスカウテ

ィソグをレールからはずさないように、ふり

返り見る必要があります。

自己批判をすることは、スカウティソグと

そうでないものとを区別する大きな指導標で

あるとも言えます。家はいつも掃除しなけれ

ばなりません。顔は毎朝洗わねばなりませ

ん。家を掃除し、顔を洗えば、垢やほこりが

取れてすがすがしくなります。

私たちの先輩によって築きあげられたスカ

ウティソグも汚さないように、常にきれいに

すがすがしいものにせねばなりません。「流

れる水は腐らない。扉の心棒はさびない」と

言われます。スカウト運動が正しく進展する

ためにも、私たち成人指導者は、常に正しい

努力を続けていかなければならないと思いま

す。

ｃ二コ。

⑪④曇④⑨

外から見た
スカウティソグ

木寸Ｅ日工Ｅ友達

「この子は内弁慶で、気も弱く将来が思い

やられるので、団体訓練で鍛えてもらうた

め、ボーイスカウトに入隊させたい」と言う

たぐいの話を聞くことがある。昨年１月、小

・中学校の先生方による全国的研究集会の

折、ある提言の中に「自分たちで自分の行動

を決定することのないボーイスカウト型の生

徒」と言う表現があったことを新聞で見て驚

1８－



スカウティソグ・
フォア・ポーイズを
初めて手にしたとき

また、創業の後以来は団杖(だんじよう）が

たいへん重んぜられ、必ずこれを携行したも

のであった。「杖門の礼」のごときも、先輩

を迎える重要な行事であった。

あれは、杖を剣に擬して昔の武将を迎える

ときの、情を示したものであった。「三指

礼」は無条件で採用されたが、「左手握手」

はながく論議があった。もっともこれは日本

では握手をする場合が少なかったからであろ

う。

「三指礼」が問題にされだしたのは陸軍の

中枢もスカウトに関心を持つに至ってから

で、これは第三者たち、軍人に限っていた。

“備えよつれに,，の標語は初めは、“準備

あれ',とか、“備えあれ,,という英語調であ

ったが、後、仏語調の“傭えよ常に，，のほう

が力強いので、それにかわったのである。

スカウト運動も今は、説明を要せぬように

なったが、スカウトは英語の“袴'’一スカ

ートーという意味とどう関係があるのかと

いう質問が出たこともあった。

考えてみれば長い歴史を経過したものであ

る。Hikeという語も－時、ほとんど忘れられ

ていたのがＢ－Ｐによって世に復活したので

ある。

ニニブ寵づぎ１冠〔

それは大正５年のころであった。静岡県で

視学官をしていたとき、沼津に別荘を持って

おられた西郷侯爵が、欧州を巡遊して帰朝さ

れ、静岡市になにかの用事で立ち寄られたと

き、ロンドン土産としてこの書物を－冊持っ

てきてくださった。内容についてはあまり深

くは、話されなかったが、当時、発足してあ

まり古くないScoutin8の唯一の著書とし

て、まったく珍しい本であった。当時、英語

の先生などにも読んでもらったが、おもしろ

いことはおもしろいが、これがどんなふうに

実際に行なわれるものか、いつこう見当がつ

かなかったが、佐野先生がギルウェルで修業

なさって帰国されて初めて、その紙上に現わ

れた趣旨が明らかにされたのであった。初め

てこれを学んだときは、なんとなく３０，４０の

おとなが狼や鳩のまねをするのは気恥ずかし

いような気がしたが、「童心に帰れ」という

ことがだんだんわかってきたのは両Ｓ年たっ

てであった。

Ｂ－Ｐがつよく、Scoutin8Drillとは絶

対に異なる。号令をかけられ行動するのでは

なく、あるSu88estionで行動するのだといわ

れたが、これが長年月、「号令式」で鍛えら

れてきた学校指導者、ならびに軍隊指導者に

はなかなかのみ込めなかった。

山中の野営のとき、天幕の張綱に白紙を付

して夜間、つまずかぬようにしたとき、佐野

さんがひどく叱って、“自分の張った綱に足

などとられるようなことではスカウトにはな

れない，,といわれた。

のfRri操が堅'古
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今曰もま…た野外に学ぶ いてあるのを思い出し、何気なく園長に、

「これはいつごろが植え時ですか」と質問し

たところ、「落ちた日が播種期ですよ」のひ

とことがハネ返ってきた。私は自分の愚問に

恥じながら、このアタリマニのことに、深い

感動を覚えずにはいられなかった。

今一Ｅヨノ志（エニ樺テ

昨秋、六甲山にハイキングをした。山の教

育植物園では、林園長の臨地講話をきいた。

「山や森に自生している木というものは、

それだけが育っているのではなく互いに助け

あっている。ソラあの00メートルの高いまつ

の木もその下には、１０メートルのさくらがあ

るでしょう。さくらの下には、３メートルの

あせぴがあり、またその下には１メートルの

あじさいが茂り、さらに下に50センチのくま

ざさ、つぎにＳセンチのこげ類といったよう

に。根っ子が互いにおさえあって協同生活を

して美しい林相をなし、それぞれが生長して

いる。自然の姿は、どこでもみんな、こんな

ものなんです。これでこそ山の強い風雨にも

耐えてきたのです」との話であった。

私は、美しい木女のたたずまいに、日本の

スカウト運動の姿を思った。日本連盟、県連

盟、地区、育成会、団といった各級の組織、

これらが各々の職責での分担を忠実に果た

し、教育の面に、運営財政の面に、内容の充

実を図り、大きな木、小さな木が助け合うよ

うに、互いに協力しあってこそ、質と量の調

和ある運動の発展が期待でき、今日最大の課

題として取り組んでいる組織拡大の計画も、

この姿に進まねばならないと思った。

団体企業体から家庭まで、人間社会はこう

した連帯のなかで繁栄し、かつ強い風雨に耐

えていくことを、自然は教えていた。

秋晴れの山の頂きに、白い雲の流れていく

のを眺めながら私は、大きく深呼吸をした。

1974年５月号

富は墓場まで持って行けない

(鉄鋼王カーネギー）

地位や名誉は墓場まで

持っていけない

経験や知識は墓場まで

持っていけない

いまひとつ。園内でその時、木から落ちた

しいの実を拾った。記念に家に帰って植えよ

うと思い、花のタネの袋などに種マキ時の書

－２０－



信頼されるということ ですから、たとえひとりのスカウトでも、

もし社会から信頼を失う行為を犯せば、たち

まちボーイスカウト全体の名誉や信頼を失い

「ボーイスカウトは除く」という例外措置は

取り除かれてしまうことはいうまでもありま

せん。スカウトの名誉は信頼されることにあ

るということを、もう一度確かめましょう。

１２公平郵漬ロ日

私どもは、人間はお互いに信頼し合わなけ

ればならないと教え込まれてきましたが、近

ごろは新聞などで、たびたび人は信頼できな

いというような記事を読むことがあります。

人間相互の信頼はロで、知識で教えられる

ものではありません。ふだん、それが実行さ

れ、その結果を見て、それが信頼に値するか

どうかを他人が評価してくれるものだと思い

ます。

話はいささか旧聞にぞくしますが、今から

21年前、ロサンゼルスの郊外で第８回全米ジ

ャンボリーが開かれました。そのとき、私は

ロサンゼルスから東南約１６０輪程のところに

ある当時世界一の反射望遠鏡を備えたパロマ

ー山天文台を見学に行きました。車で山を登

って頂上に近づくと、ふた抱えも糸抱えもあ

るヒマラヤ杉が立ち枯れていて、そのそばを

通り過ぎました。

アメリカではよく山火事の話を聞きます。

こんなところで火事でも起こしたら、たちま

ち世界一の天体望遠鏡は灰になってしまいま

す。だから道路には「ノー・ファイヤー」

(火気厳禁)という立て看板が立っています。

ところが、その中のひとつに「ボーイスカウ

トは除く」というのに目がとまりました。ア

メリカのＢＳ隊長は、野外で火を起こすとき

格別な注意を隊員に守らせています。だから

山火事を起こしやすい所でも、ＢＳに限って

炊事することを許可しているというのです。

隊長も隊員も、ふだんからスカウトの“ハ

ソドプッグ,の注意事項を厳重に守っている

ので、社会の信頼を厚く受けており、この立

て看板のような例外的扱いとなっているとい

うことを、そのとき案内してくれた人から聞

きました。

1974年10月号

青春とは

｣筐卜剥皮預雪字。＝

青春とは、人生の若き年代のある期間の糸

を指すばかりでなく、それ以上に心の様相を

言うのである。

この心の様相とは、秀れた想像力．たくま

しき意志。燃ゆろ情熱・困難を克服する勇猛

心・安易を振り捨てる冒険心一かかる要素を

指している。

年を重ねただけでは人は老いない。

－理想を失うときにはじめて老いがくる。

歳月は皮膚のしわを増し、肉体を退化させ

るが、情熱を失うときにこそ、青春は老い

しぼむであろう。

年は70であろうと、16であろうと、その胸

の中にいだき得るものは何か。

－曰く「驚異への愛慕心」。すなわち事に

処する勇敢なる挑戦・子供のように求めて

やまぬ探求心・人生への歓喜と興味。

－２１



使命感と情熱神より、大地より、人より、美と喜びと勇

気とそして壮大にして威力ある霊感を受け

続ける限り、人の若さは失われない。 彦眞里子 良底

｢人は信念と共に若く、疑惑と共に老ゆる。

人は自信と共に若く、恐`怖と共に老ゆる。

人は希望と共に若く、失望と共に老ゆる。」

周知のように、ボーイスカウト運動は世界

中、すべてボランティア活動によって支えら

れている。しかし、このことが正しく理解さ

れ、実行されているかということになると、

いささか疑問が残るのが昨今の現況ではなか

ろうか。

ボランティア活動は、そもそも、ヨーロッ

パの中世紀の宗教戦争の「十字軍」参加者の

いわゆる「義勇軍」にその名の源を持つもの

である。昨今では、その本当の精神が誤り伝

えられ、無料奉仕の代名詞のごとく考えられ

ているように思われる。元来、この言葉の底

には、宗教的使命感（ミッション）が脈均と

流れているのである。したがって、真のポラ

ンタリーとは、この精神に満ち満ちていなけ

ればならないはずである。何物にも優先する

使命感が必要で、その結果、強い責任感と燃

えるような情熱が生まれてくるのである。Ｂ

－Ｐ卿のいわれる奉仕の精神とはこのことを

指すのであって、単に、労力と時間を提供す

ることではない。

最近の若い人々を見ているとちょっと気に

なることがある。ボーイスカウト運動に奉仕

するとき、自分自身の個人的なことが優先さ

れ、なお時間的余裕があれば参加する、とい

う形が多く見受けられる。もっと使命感に徹

すれば、この順序は逆になるのではなかろう

か。確かに、世の中はせち辛く、忙しくなっ

ている。といって、ボーイスカウト運動への

参加は、人生の中での単なる「閑時作業」と

して考えてよいのであろうか。

私は、この故人の名言を味い、限りなき魅

力と勇猛心を覚える。

そして、ボーイスカウト運動とは縁遠きた

わごとかと自問する。

思うに、ＢＰは限りなき青春を歩み続け

たのではなかろうか。

1977年11月号

趣i1③

･国臣

疋に右の和

(よ和

の力は

l土積

の力は

1981年12月号

－２２－



仲良く歩く
とも帯すべからず、総てのものの命をとるこ

となかれ」なぞ………スカウトのキャソプで

は、たき木を集めるのに－枯れ枝を拾え、

立木からは下ろしてもらいたそうな顔をして

いる枯れ枝だけを探せ－とのおきてと相通

ずるものがある。

三三屋告う圏属島

「家にあらぱ筍に盛る飯を草まくら、旅に

しあれば椎の葉に盛る……」

後藤新平さんは、さあうれしそうに、顔を

ほころばせて、私を願ふてこういった。

また「主あるものは、一枝一草たりとも取

るべからず、山川江沢にも主あり、つとめよ

や」ともある。また、おきての中には、「山

川|日跡親し<零れ入るべし、特に私の名をつ

くることなかれ」ともあいこれは、近ごろ

よくある類。この川はライソノ||に似ている、

日本ラインと名づくべしなども、いかがなも

のか。

それは今から30余年前、まだ日本に、ボー

イスカウトができたばかりのころ。福島県下

の、とある美しい湖のほとりに、キャンプを

している少年たちから、時ならぬサソタクロ

ースのように喜び迎えられた後藤のお爺さん

に、少年たちが手製のライスカレーを、お皿

の代りに、大きなキャベツの円っこい葉に盛

って差し出されたのを見て、後藤さんが鼻眼

鏡をふるわせて喜んだ時のことである。子ど

もの心は、後藤さんにかよい、それがまた、

遠く万葉の歌を通して、古人の心に通ってい

ると、私はほほえみつつ思ったことであっ

た。

芭蕉は、造化に親しみ、造化にかえれとい

い、世界的のキャンパー、ネスムックは、キ

ャンピングは自然のふところにかえる心とも

いう。

今のお行儀悪い日本の多くのキャソパー

は、自然を荒らすことをキャソプと思ってい

る。キャンプほど青少年のためになるものは

ない。またキャンプほど、ためにならなくな

るものもない。それは心がけひとつでどっち

かになる。

キャンピングを真に楽しむと、いつも心は

遠く古の人の心に通うことを感じる。そして

古人のことばを味わい、頭が下がる。それに

つけても、このごろのキャンパーやハイカー

は、なんと自然を傷つけ、そこらを汚すこと

か。私はいつも、俳聖芭蕉の「行脚のおきて」

を、今のわが国のキャソパーやハイカーに知

らせたいと念願する。

ハイク(Hike)とは、スコットランドの古語

で、「仲よく歩く」－というような意。も

う死語になっていたのを、英国のスカウトが

復活して用いたのが始まりで、世界にひろが

り、わが国でも流行しているが、さて、その

心は知らずにいる。しかし、これは、わが国

の古来の行脚、雲水、遍路、巡礼、武者修業

等、大自然の中に、心の修業をした人女の心

と通じるもので、わが国の人にその心がわか

らぬはずはないものである。

学生のキャソプの歌に「白樺どんとたい

て」というのがある。白かばなんか、どんと

たかれてたまるか。アプレ・キャンパーは、

いくらストリップがおすきだからとて、木を

切って山まではだかにしたいおつもりか。

芭蕉のおきての数々の中に「腰に寸鉄たり

－２３－



日本を考える ここに個人の特質、特技を伸ばすボーイス

カウトの教育、訓練に期待されるところが大

きいことを強く感じる。特に50数年の歴史を

経た白木のボーイスカウトとしては、立派な

社会人づくりを目ざす運動として、家庭、学

校、地域社会に、さらには職業を通じて限り

なく反映されなければならない。

杓堅ヨキ汐I己

亜熱帯から亜寒帯圏にまで、南北に伸びた

複雑な地勢からなる、海に囲まれた自然条件

の中で、日本人は長い訓練をうけながら、そ

の自然にどう調和させて生きていくかを工夫

し、すぐれた適応性をつくりあげて来た。

たとえば自然美を自由画模様として染めあ

げた着物、多雨、多湿、温暖な気象条件に適

した主食である米の栽培と、醗酵によるみ

そ、しょうゆを基調とした食生活、湿気がも

たらす苔にげ)むす庭園に「わび」や「さび」

の美意識をもとめた家屋等、特徴ある日本の

衣、食、住の文化がつくられた。

また昔の日本人は人間能力の開発を尊び、

異質文化をたくみに同化させて来た。ところ

が昨今は、追いつけ追い越せを急ぐばかりに

全くの物まねが多くなった。異常なまでの高

度成長につぐ石油危機による他国に見られぬ

程のショックも、また、然りである。外国か

ら技術を導入してのマスプロダクション、隣

がうまくいけばそれをまねての過当競争、あ

げくの果ては共倒れをせざるを得ない。

今こそ忘れられていた日本人本来の能力開

発による独創性をよみがえらさねばならな

い。人の育成は、生まれてすぐから始まると

言えよう。まずひとり立ちをするには転んだ

らひとりで起き上がる体験をさせることが必

要である。しかるに今の親たちは転ぶ前の支

えをして、いわばひとり立ちの芽をつ承なが

ら一様に有名枚、有名大学を目ざしての家庭

教育をやる。それを受けて小学校、中学校、

高校、Ｉまては大学へとペーパーテストの点数

を基準にして本人の特質はほとんど考えられ

ることもなく、画一的に指導されている。

1976年Ｓ月号

教育とは、希望を語ること

学ぶとは、希望を胸に刻むこと

乳鈴はliiXが欧

勵隙雪二三,±’
何時までも川に残るもの｜

のことである’

－２４－



育てること
スカウトたちが、持てる力を十分に発揮で

きるような集会の計画、参加あるいは出席し

てよかったと喜んでもらえるような隊、その

ような団をつくり出すためのあり方を求め

て、ともに語り合いながら、あすへの道を切

り開いていきたいものだと思っています。

ｲ舌三顧障僧三ブニ

数年前の研修所で、ピクニックに出かけた

ときのことですが、ひとりのおばあさんが、

30本余りの“ひいらぎ,，の苗に水をやってい

ました。私が「お楽しみですね」と声をかげ

ると、おばあさんは「ハイ、でもこれが屯の

になるのには、孫の代でしょうね」と語って

いました。

植木や草花の世話をしていると、どなたに

も経験がおありでしょうが、つくづく生命の

尊さ、美しさがわかります。１本の小さな草

花を咲かせるにしても、平生から土づくりや

肥料の加減、消毒、季節に応じた水のやり方

など、いろいろと心くばりが必要になりま

す。

趣味としての花木づくりにして、こうです

から、人づくりは一層たいへんです。人育て

の道にたずさわる者の任務は、その責任が童

かつ大であることを痛感します。

鉢植えは、やり直しがききます。ところが

子供の訓育には、やり直しがきかないので

す。このことを私は常日ごろ肝に銘じていま

す。

ボーイスカウト運動の歩みをひもときます

と、幾多の先輩たちが営女と積糸重ねてこら

れた尊い足跡がしのばれます。その長い伝統

を受け継ぎながら、将来への発展をはかるた

めには、今何をしなければならないのか、と

考えずにはおられません。

仲良く、楽しく遊びたいというスカウトた

ちの願いをかなえられるような指導性、ひと

りひとりの個性を伸ばすために、常に新鮮な

目でながめられるような若さ、そのためには

どのような技術を、どのような方法で身につ

けたらよいのか、悩むときがあります。

1976年４月号

まなこ開きて

見ぎわめょ

=Ｆ雪鬘末口夕〈

福岡県の脇山という所には、たいへんいい

野営場があります。そこで、以前に実修所が

開かれたときのことですが、朝礼をする場所

に、１本の見なれない木がありました。

「これは何でしょう」という質問に、さっ

そく「木です」という答えが返ってきて、爆

笑が起こりました。「桐の木です」と答えた

人もいました。「抽桐です」という返事もあ

りました。

いろいろ質問しているうちに、答えを集約

すると、それは中国原産の油桐という木で、

この土地がむかし、東南アジアの各国から、

青年たちを集めて農事研修を行った場所なの

で、この木は中国からの参加者のひとりが記

念に持って来て植えたものだということがわ

かりました。

油桐は、名前のとおり、この木の実から油

が取れ、それが工業用のほかに唐かさやちょ

うちん、油紙などの製造にも使われたので、

日本へ大量に輸入されていたそうです。

あまり目立たないたった１本の木が、見る

－２５－



スカウティソグ

と微笑

人次第で、こんなにいろいろのことを語って

くれます。ベーデソ・パウェルは「スカウテ

ィソグ・フォア・ポーイズ」の中で“雪の新

聞',のことを書いています。私たちのまわり

には、いつでも、どこにでも、たくさんの新

聞が用意されていて、私たちが読んでくれる

のを待っています。しかし、残念ながらその

文字を読み切れない場合が多いのです。スカ

ウティソグといい、ルック・ワイドといい、

ローバリソグといい、観察し、推理し、判断

するためには、いつでも引き出せるように整

理された広く、深い知識と経験を積み上げて

おくことが必要です。

そして、それはどんなことにも興味を抱

き、疑問を持ち、見きわめようとする若い心

と不断の努力を継続することによってのみ得

られるものでありましょう。

まなこ開きて、見きわめよ

耳そばだてて、聞きただせ

われらに不断の準備あり

手足に心にああ準備

ヨヒＦ里子 良匠

ペーデソ・パウェル卿はその箸「スカウテ

ィソグ・フォア・ポーイズ」の“キャンプフ

ァイア物語18”の「微笑」の項で「笑いの不

足は健康の不足にほかならない。できるだけ

多く笑いたまえ－それは健康によい。だか

ら笑えることがあったら、いつでも笑い続け

たまえ、できたらほかの人たちも笑わせたま

え。その人たちの健康にもよいことだろ

う。」と述べられている。

日本でも“笑い”を高く評価した格言とし

て「笑う門には福来たる」「笑いは人の薬」

「笑う顔に矢立たず」「笑うて損した者な

し」「笑って暮らすも一生、泣いて暮らすも

一生」などがあることはご存じのとおりであ

る。

たしかに笑いを忘れた人生は、なんと索漠

（さくばく）としたものだろう。このことは

身近な例として家庭生活はもちろんのこと、

スカウト活動についても笑いを失ったときど

んなに冷たく、陰気なものになってしまうか

は想像できる。笑いは生活、活動の根元と切

っても切れない関係にあるからだ。

笑いが消え、心に痛みがある場合は呼気が

短い。つまりため息をつくのである。これに

反して心持ちが'愉快で、快適な状態にあると

きは吸う息が長い。このことは、われわれが

日常体験するところである。

笑いは力強く深い胸部の運動をもたらす。

そして肉体的、精神的な健康の増進に大いに

役立つのである。いつも朗らかに、明るく、

笑いを忘れない人は心身ともに健康な人の証

拠である。
（左へ続く）

1976年Ｓ月号

篝ii鍵篝蕊
④劉鐘'慧

蝋巽1塵騨鯲

スカウト諸君、私たちはどんなに苦しいと

きでも、つらいときでも、体全体に微笑を糸

なぎらせ、スカウト活動を展開しよう。顔か

ら体から明朗かったつさを発散させること

は、かならずすばらしい幸福をもたらすこと

であろう。

中国の古語に「一笑一若一怒一老」という

ことばがあるが、正に言い得て妙である。

1976年12月号

Ｃ

－２６－



水とスカウティソグ 日常生活で、ただ便利なものとして無意識

に使っている水ですが、人間生活にとってど

んなに大切なものであるかということをあら

ためて考え、水を生かして使うために、スカ

ウティソグにどのように取り入れてゆくかを

考えていきたいと思います。

たかのはしりゅういち

鳳垂饗守個室

人間の体のＳ分の２が水であることは、今

さら言うまでもありませんが、水がなかった

ら人間は一体、いく曰ぐらいしか生きていら

れないでしょうか。

このように生物に欠かせない水の存在です

が、この際、私たちはあらためて、日常生活

に占める水の役割を考え直さなければならな

いと思います。

私たちスカウトは、自然の中の野外活動で

水が大事であることを、常に訓練なり、野営

の中でテーマに取り入れています。

水が人間生活にどんなに大切なものである

かということは、･昔から国を治めることの一

番大事なこととして“治山,,と並んで“治

水'，ということが言われてきました。

私の町では、水をめぐって“水争い',の悲

劇が語りつがれています。遠い昔の寛永年間

以来、水をめぐる悲しい争いごとが古文書に

86回も記録されています。

私はフィリピンジャンボリーに参加した時

日本の水の‘`うまさ',を知り、日本に生まれ

た喜びをかみしめました。日本では、昔から

水利について、その地域開発のために多くの

人が長い年月をかげて奉仕してきました。

日本は台風なり、地震なり、火災などの災

害が多いのですが、自然を愛し、野外を教え

の場として利用しているスカウトとしては、

常に非常の際の水に対する考えがなければな

らないと思います。

砂漠の国や雨季なり、乾季なりのはっきり

している国々では、水の利用について、特に

飲料水の確保や耕作のため、どんなに苦労し

ているかを考えてみる必要があるのではない

でしょうか。

1979年ｅ月号

戸需J三三１
鯵
自立心

ﾉ1つＥｒＥ曰正プミ

先日、２０数年前に私が隊長をしていたころ

の隊員（といっても、今は壮年の紳士）が、

訪ねて来てくれました。

彼は中学を卒業すると、すぐ大阪の方に就

職したので、隊を離れてからは一度も会った

ことはありませんでした。現在は独立して店

を持っており、商用のため帰って来て寄って

くれたのです。

私たちは懐かしい昔の思い出話に花を咲か

せながら、スカウトとして活動していた当時

のことをいろいろと話し合いました。

そのうち、彼は改まった調子で「先生、ぼ

くは、あの軽井沢の第１回ジャンボリーには

行けませんでした」と語り始めました。

－２７－
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そして、「父が亡くなってからは、母ひと

りが働いてぼくらを育ててくれていたので、

ボーイスカウトに入るのも、無理に頼んで入

ったくらいでしたから、そのうえ、ジャンボ

リーに行かせてほしいとは、とても言い出せ

なかったのです」といい、顔を紅潮させて、

さらに次のように話しつづけました。

「ぼくはそれが悲しくて、泣いたりしたこ

ともありましたが、そのうちに、ようし、ジ

ャンボリーに行けなくても立派なスカウトに

なってみせるぞと心に決めました。そして、

それから後も、困ったときはあのときのこと

を思い出して、なにくそノ負けるものかと自

分に言い聞かせてがんばって参りました。先

生がジャンボリーのお土産にくださったチー

フリングと浅間山の石は、今でも大切に持っ

ています」

私は彼の話を深い感動を覚えながら聞いて

いましたが、内心彼にすまない思いがしてな

りません。というのは、ずいぶん以前のこと

なのではっきりしませんが、彼のこのような

心の動きに気付き、それにこたえた記憶が少

しもないからです。

スカウティソグはひとりひとりの少年を育

て上げることだと知っていながら、私はジャ

ンボリーという大行事や参加したスカウトの

方に目を奪われて、それを忘れていたのに違

いありません。彼に強い“自立心”があった

からこそ、私はやっと救われたと言えましょ

う。恥ずかしいと思いました。

キャソプファイヤー

に思う

⑪、可青ﾌzに矛佳テ三三

この夏のこと、ある職場グループのキャソ

プファイヤーを見る機会があった。仮設のス

テージがつくられ、こうこうたるライトのも

とで演芸大会が行われていた。

振り返って、私がスカウティソグを始めた

頃、先輩に教えられたキャソプファイヤーは

自然と人生をうまく調和させた心にくいばか

りのセレモニーであった。これに魅せられ、

毎年の夏には、この行事をいかにすばらしく

感動的なものにしようかと熱心に計画を立て

ていた。いまとはあまりの違いに驚くばかり

である。

戦後、日本経済が復興から一時期、高度成

長の道をたどったとき、レジャーの名のもと

に各地に野営場がつくられ、キャソプは飛躍

的に普及し、一般化されていった。

そして、最近は自然を考えず、つくられた

もので、歌い、踊り、遊ぶのがキャソプファ

イヤーであるかのような傾向をみせ、あたか

も温泉宿の宴会をキャンプ場に移したに過ぎ

ないという錯覚を抱かさせるのは私だけであ

ろうか。こうした風潮に反発を覚え、またど

うしてこんな変わり方をしたのかを考えると

き、キャンプについて長年経験と実力をも

ち、その道のパイオニアとして誇りを持つボ

ーイスカウトの一員としていささか責任ゑた

いなものを感じざるを得ない。（次ページへ）

1979年Ｓ月号

：の程

－２８－



今年の野営大会でも、私はこんな経験をじ

た。新しく指導者になった若いリーダーから

キャソプファイヤーにマイクと照明設備を要

望された。このことにあえて異論を唱えるつ

もりはないが、キャソプファイヤーに何を期

待するのか、原点に返ってじっくり考えてほ

しい。そして、もっと大自然との触れ合いを

大切にしてもらいたいと思う。

戦後、スカウティソグの歴史は80年の長い

経過をたどっている。キャンプの方法も時代

と共にそれなりに変わってもよいのかも知れ

ない。しかし、私たちが求める目的、精神は

決して変わらないし、また今後も変わっては

ならない。

キャソプファイヤーの志向の打った球のは

ね返りが違った方向に帰ってくるならば、そ

の軌道を修正し、正しい方向に向けることこ

そ、私たちのスカウティソグのつとめではな

いだろうか。

一般に国宝とは二つとない古い、立派な書

物・絵画`器物Ⅲ道具Ⅲ仏像`建築物の類と金銀

財宝をいうようですが、大師のいわれる国宝

とは、生きて働く有為の人材を指して宝と仰

せになったのです。宝とは道心なのです。

道心とは菩薩の心なのです。菩薩とは自分

に与えられた人生を自分で開拓する、人間形

成の姿なのです。日々の向上・努力をしつづ

けるその姿・その人をいうのです。

一隅を照すとは、人が見ていようが見てい

まいが、人に認められようが認められまい

が、縁の下の力もちにおわっても、そんなこ

とに関係なく、ただひたすらに与えられた仕

事を忠実に最後までやりとうす人。ポストに

ペストを尽くす人。その人が居る所には、ほ

のぼのとした暖かさがあり、笑いがあり、楽

しさがあり、明るい感じがする、このような

人を一隅を照す人というのです。

真の宝は道心堅固な人、一隅を照ず人であ

り、８０年代の欲求の人なのです。

ボーイスカウト運動は、このような一隅を

照す人をはぐくみ育てる運動であります。Ｂ

－Ｐ卿の意は、野外活動をつうじて道心堅固

な、自分の知識を社会に還元奉仕する人づく

りに他なりません。、

諸君、今、私達は知識を、科学を、文化を

鼻にかけても駄目です。通用しません。それ

をつかうことです。人のために、社会のため

に役だてることです。一隅を照す人になるこ

とです。Ｂ－Ｐ卿のお言葉をかみしめて、諸

君と共にさらに一層の努力を重ねたいと思い

ます。

1979年11月号

一隅を照す人になる

宮司更一男雲

８０年代の人類の欲求は、「与えられた仕事

に最後まで最善を尽くす人づくり」だとおも

います。

伝教大師（天台宗比叡山延暦寺御開山）は

「国宝とは何物ぞ宝とは道心なり道心あ

る人を名づけて国宝と為す故に古人の言わ

く径寸十枚是れ国宝に非ず一隅を照す

此れ則ち国宝なり」と、人間国宝の宣言を

1,200年の昔になされました。

1981年３月号

竃=l勇M１

－２９－



若者よ大志あれ

神の栄光をたたえよ

私はスカウトに与える朝の言葉として、夜

から朝へのしじまに素晴しい鳴き声を聞かせ

てくれる、ふくろう、キツツキ、山ぱと、郭

公、ひばり、うぐいす……の鳥の声に、大自

然の神秘と神への畏敬の念をもつようにと言

うことを常としている。自然のおきてに従い

なさい。自然のおきては神のおきてであるか

ら。

神仏を信じよう、そしてスカウティソグを

1専石ヲ牛

札幌農学校（現在の北海道大学）の初代教

頭として招かれた、ウイリアム・スミス・ク

ラーク博士は、１年間の契約を終えて、明治

10年４月帰国の途についた。彼を慕って送っ

て行った学生と最後の別れの場となった島杉

駅で、

‘Ｂｏｙｓｂｅａｍｂｉｔｉｏｎｓｉｎｔｈｅ８１０ｒＹｏｆＧｏｄ”

（若者よ大志あれ神の栄光をたたえよ）と叫

んで別れを告げた。ボーイとはアンビシャス

をもった人のことであり、アンビションとは

野心を持つという意味から、ともすれば世俗

的方向に考えられやすい。

しかしこれはLoftyambition（高遠なる

大望）の意味であることは、彼の開校演説に

述べられているとおりである。彼は毎日授業

を始める前に祈祷し聖書を読んだ｡］期生１７

名は全員イニスを信ずるものとして誓約に署

名した。“g10ryofGod”は今日まであまり

伝えられていないが、神にふさかえあれと宗

教心を強く訴えたものである。

われわれの創始者ベーデン・パウエルは

「スカウトを訓練する時、手段にだけ目を奪

われずに高い目的をもとう。技術的なものを

精神的なものより重んじてはいけない。野外

技術、キャンプ、ハイク、クラフト、友情、

善行は手段であり目的ではない。目的は人間

です。目的をもった人間です。その目的とは

次の世代の人為が、たとえどんな世界に住も

うとも、健全な精神をもち奉仕のより高い実

践をなし、神と隣人への愛とつとめの精神的

な奉仕をなすことです。」と語られた。

信じよう。

1981年７月号

ｉＭＨ,XHWmK匹乎，鯖

｢男女共生」

「男女共生」とは、男と女が共に

尊敬し合い．信じ合い．認め合い

励まし合い.学び合い．競い合い

助け合い．愛し合い．・・・

しながら生きてゆくものだ

こんな素晴らしい「理念」の

もとに、今曰本のボーイスカ

ウトは女子の加入を認め、生

まれ変わろうとしている。

社会は改革・進歩してゆかれ

ならない。

日本のボーイスカウトは、そ

の原動力になろうとしている。

3０－



うしろ姿から 信解円通

完臣剥皮員芒君手 金会フにゴー工Ｅ

人間の身体には、うらとおもてがあります。

われわれはまずおもてを整えたくなるもので、

もちろんこれむだいじなことであります。

これに対してうしろ姿もわれわれのだし､じ

な一面です。何気ないうしろ姿から、終生忘

れられない深い印象を与えられることがある

ものです。

このことについて思い出すのは、私がよう

やく２０歳になったころ、一念発起して地方実

修所水上道場に入所したときのことです。

たのしかったわれらの班名は「つばめ」。

ある日、伐木の実習があり、与えられたのは

ひとかかえもある立ち木でありました。

さて、班一番の若ぞうの私、誰よりも先に

進み出て斧(おり)をいれようとしたとき、班一

番の年長のＭさんが、「ちょっと待って」と

私を制されました。

そして、その立ち木のもとにひざまずかれ

て黙祷(Ｍとう)をはじめられました。班全負こ

の姿にみせられて黙祷をともにしました。

それから斧は次力おくられて、やがて立ち

木は地ひびきをたてて倒れてゆきました。厳

粛なひとときでした。

しかし、それにもまして忘れられないの

は、立ち木のもとで黙祷されていたＭさんの

うしろ姿でした。

このとき以来、Ｍさんとは深い交わりを結

び、多くのだいじなことを教わり、よい先輩

を得たしあわせを深く味わいました。

Ｍさんはすでにこの世にはおられません。

しかし、私の眼の底にはＭさんの敬虞(けいｻﾙ）

たうしろ姿がはっきりと生きています。

握藥(１０１Ｍ経という経典の“信ありて解な

くぱ無明を増長し、解ありて信なくぱ邪見を

増長す，，ということばに出会いました。この

語は、信仰があっても正しい仏教教理を知ら

なければ、誤った方向に行ってしまい、ま

た、仏教教理を学んでも仏を信ずることがな

げれば、それはたかぶりの心を増すばかりで

ある、ということを示しています。

私はこの言葉に大きな論を受けました。ス

カウティソグこそ、少年たちを育てあげるこ

とができるのだと思いながらも、創始者によ

って示され、先輩によって受けつがれてきた

この運動の正しい理解がなげれば、単にこど

もの集団となってしまうのではないでしょう

か。また一方、この運動の体系と機構を理解

していても、真に創始者の少年たちにかげら

れた大いなる願いに心をひらかなければ、そ

れは高慢な指導者になってしまう恐れがある

のです。少年たちへの深い愛情と、この運動

についての研鎮と理解が相まって、期待され

る指導者たり得るのだと示しているのに気付

きました。

マヅクス・ウェーバーは資本主義がすすん

だ社会では“人間は、魂のない専門家と、専

門のない享楽人の２つのタイプに分極化して

ゆくのではないか',といっています。このよ

うな社会に生きる私たちは、指導者としての

責務を十分認識し、精進を重ねたいものです。

1988年Ｓ月号

1982年Ｓ月号

－３１



指導者の心がまえ

月。木寸う董董二大良に

近く創立60年を迎える輝かしい日本連盟の

歴史を一層飾るためにも、私は20年後、８０年

後になっても、この道に入って奉仕ができて

本当によかった…と心から思えるよう日々精

進に努める覚悟でいる。最近、琵琶湖西岸の雄松崎にある日本ボー

イスカウト最初の野営地の跡を訪ねてみた。

ここは、私たちの先輩が大正ｅ年に京都のス

カウトを引率して日本で初めてキャンプをし

たところだということである。

ここで、その当時、まだ少年で、スカウト

たちと一緒になって営火を囲み、訓練の様子

を見たという網元の老人に案内され、当時の

スカウトの話をいろいろと伺った。

風呂敷のネッカチーフに手製の背のうとい

った姿かつ好は誠に奇異（？）であったが、姿

勢は正しく、動作は活発であり、声は大き

く、営火の歌声は数百商も離れた人家にま

で、よく聞こえたそうだ。また、撤営の跡か

たづけは立派に行われ、スカウトたちが帰っ

た後の村人の語り草となっていたそうで、村

の子供たちにスカウトを見習うよう諭された

という。

しかし、今回私が別れるときにいわれた言

葉は胸を突きさすほどの厳しいものだった。

「今のスカウトはおとなしいですね。しか

し後始末ができません。いつも野営から帰る

ときに、私が点検して注意しなければ……」

この頃、スカウトについて、批判の声を耳

にするが、われわれ指導者として実に残念に

思うことがたびたびある。もちろん、現在の

世相、学校の進学問題、家族制度など多くの

問題をかかえた影響で、少年たちの体力が低

下し、価値感の多様化によって思慮判断も違

っている。しかし、指導者が時代が違うのだ

からと追従していたのでは、次の世代に奉仕

できる立派な公民を育成する重責を放棄する

ことになり、せっかくスカウト運動を理解し

て、子供たちをスカウトに入隊させる親たち

の期待をも裏切ることにもなりかねない。

1980年４月号

鼈懸尿戴

蕊̄

のＩ：

７）

燭ｲﾁfせ客るるの重団

－３２－



考えること
（反省・工夫・実践）

点より出発し、基本をしっかりと教え、青少

年に十分考えざせ自主的に発展させられるよ

う、指導者自らが範を示す必要があります。

『青少年と共に」という考えにたって、愛情

をこめ誠実にたずさわってこそ成功し発展し

ていくものと確信します。……」

笑顔と握手で再会を約し別れました。本年

も後わずかになりましたが、静かに反省し、

また新たな年にスカウティソグの歩みを進め

て行きたいと思います。

溝辱繭fE-

スカウトの集会でよく話すことがありま

す。健康・誠実・「反省・工夫・実践」そし

て感謝ということを。今、８０年を送るに当り

謙虚な気持ちで反省する時、襟(えり）を正さ

ざるを得ません。

１人のローパースカウトとの対談要旨より

「学生としてそれぞれの立場において、いろ

いろな科目の学問を勉強していますが、最近

は情報過多であり、資料により容易に知識を

得ることができるため、知識に走り知恵を働

かすこと、すなわち「考えること』が薄らい

でいると思われます。考えるということは哲

学の心であり、論理学によりさらに真理の追

求へと進むものです。われわれは常に哲学の

心で反省し、次に論理的に工夫して企画立案

へと発展し、倫理学（または道徳）の基盤の

上に立って実践するということにより一層発

展することができます。考える心より出発し

てスカウティソグの実践をすべきであり、そ

こに豊富な教えと資料が与えられれば、スカ

ウティソグの素晴らしさを発見することでし

ょう。

かりに植樹について考えてみましょう。ま

ず樹木の選定と風土並びに植樹の時期、樹木

の扱い方、穴の堀り方、植樹と肥料や水のや

り方など、種々の基本的な知識と準備が必要

です。そして何よりも絶対に成功させようと

願う心のこもった愛情が必要です。単なる知

識のみでなく、十分に考え準備すると共に、

心をこめた実践がなされなければなりませ

ん。ここにスカウティソグの精神が生きてい

るのです。青少年の育成に当っても、この原

1980年12月号

両親が果たす

指導者の役割

雀７７百Ｅ曰漫蓬f乍冒

ボーイスカウトの指導者と言っても、必ず

しも子供たちと一緒に、山野を駆けめぐる体

力や技能を備えた者だけをさすのではありま

せん。この運動はスカウトのお父さんやお母

さんの理解と協力なしには、その目的を達成

することはできません。特にカプスカウトの

訓育に当っては、家路をとりまく近隣社会で

の生活指導を中心としたプログラムの多いこ

とから、隊指導者と両親の連携協力によって

スカウトの日常生活態度を正してこそ、その

成果が期待されるのです。

今あなたの子供たちのおかれている社会は

何不自由なく豊かです。そうして世の中は一

見平和です。しかし次にやって来る時代は不

安の多いものだと言われています。こうした

時代が長く続けば続くほど、子供たちには自

分のことは自分で解決できる自信と、あすに

備える心ができていなければなりません。
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あるローパースカウト

の手記から

こうした希望にもかかわらず、今日、青少

年の非行は急増しています。子供たちの粗暴

行為は家庭内暴力や学校内暴力にまで発展

し、最近の少年非行最大の特色ともなってい

ます。このような時代環境下にある子供たち

を悪の誘惑から守る唯一の道は、彼らの家庭

が健全であることが第一の条件となります。

そのために両親にあっては、職場や他人の悪

口や不満を言わず、自らの労働と家族の協力

によって生活できることを喜び、感謝の心が

あふれるような家庭を目指したいものです。

両親がこうした条件を無視して、子供に果た

すべき訓育の手間を省いたならば、彼らが成

長した時、大きな欠陥をもった人間になって

も彼らを責める資格はありません。

そのうえ今の子供たちは、現代の過酷な競

争社会を生きていかなければなりません。ど

のようにすれば子供たちを、社会に出てたく

ましく生きられるような人間に育てあげるこ

とができるか、これにはやはり両親の責任が

重大です。そしてここに、親も指導者として

の役割を果たしていかなければならない理由

があります。このように考えた時、スカウト

教育の場を通し人間関係の中で、タテヨコの

関係をよくながめて見ますと、案外多くの場

面で親が指導者としての役割を果たさなけれ

ばならないことに気づくのであります。

榿5オ＜工Ｅｆ態〔

『私が小学校４年生の時友達のＡ君は、カブ

に入っていて、よくカブの話をしてくれた。

舎営に、ハイキングに、組集会に－面白

いなあと思っていた。それよりも私をカブに

引き入れたのは、正直にいってあのかつこう

いい服装だった。「お母さん、僕、カプスカ

ウトに入りたい」とお願いした。父や母から

そろって、「お前やれるか」と言われた時、

「ウソやるよ」とあっさり言ってしまった。

５年生の12月、十分カブの勉強もしないうち

に、ボーイの見習に入り、明けて８月には上

進式を経てボーイの教育を受けるようになっ

た。ツバ広のハットが、とてもうれしかっ

た。

しかしｅ年になるや、大変なことがおこっ

た。隣りのＡ君は、私学に入るために塾通い

で、とうとうボーイをやめてしまった。私の

母も、お前は成績も、もうひとつなので、私

学に入って、高校、大学へと行ける学校に入

ってもらいたいと、盛んに私を説きふせ、塾

に入ることを勧めた。とうとう私も、普通の

人と同じように、塾通いをするようになっ

た。でも私の頭の中では、入隊の時、「やめ

たらあかんぞ」と言われた隊長のことばを思

いだして、よしやったるぞ、最後までと決意

した。それというのも自分から進んで、父母

にお願いしてこの道に入ったのだから。中学

は親にそむいて、公立に入った。この８年間

は、私にとって試練であり苦しい８年間だっ

た。高校は長田高に入り、中学の時よりもさ

らに苦難のｓ年がつづいた。（次ページへ）

1981年４月号

原理不変社会在変訓育応変

－３４



キャンプ生活は

テントの中で

暮らすこととは違う

でも私は、ひるまなかった。制服を着て訓

練に出る時、さらにやり通さねばならないと

いうファイトが全身にみなぎった。ついに私

は、やった。京都大学合格の知らせを聞いた

時、私の心は入学の喜びと同時に、スカウト

をやめなかった満足感に、満ち満ちていた。

その蔭には、私たちを常に見つめ励まし、ど

んなことでも相談にのってくれたリーダーの

方々がいる。心から感謝をしている。努力と

根性が、苦難の道を切り開いてくれたと思っ

ている。』

世のスカウト諸君、この－ローバーの手記

が、特別だなんて簡単に片づけてしまっては

いけない。尊い体験ではないだろうか。まず

気概をもって、やって見ることだ、とことん

川’三Ｚラモｚ男

「ここでキャンプをしたスカウトに隊長は

刃物の使い方を教えていないね」昭和28年Ｓ

月浅間山麓新鹿沢で開設された、北関東研修

所の研修生たちと、数日前同所で開催された

関東野営大会の野営地を一巡された折りの古

田誠一郎所長の言葉。整然と撤収され感謝の

心だけが残されているような野営地も、そこ

だけは良く見ると、根元で火を焚いたらしく

下枝が枯れていたり、皮をはがれた白樺が赤

茶けた木肌を見せて醜く立っている。なるほ

ど刃物やマッチの正しい扱い方を知り、ちか

いやおきての実践に努めているスカウトたち

なら、ゑだりに木の枝を切ったり、立木の下

で火を焚くようなことはしないだろう。ナイ

フ－つにしてもこれを使う技術と、扱う心を

教えてから与えるようにとさとされたものと

思う。

ロープの結び方、テントの張り方、料理の

作り方等が十分身についていなくては楽しい

キャンプ生活はできない。また地図の読み方

やコンパスの使い方ができても、ハイキソグ

で活用できなければ、なんにもならない。日

頃の訓練は楽しく実りある野外活動を進める

ためのものだ。リュックに詰めたキャンプ用

具とテントだけで大自然の中で生活するキャ

ンピングは、高度な野営技術と、細心の注

意、創意工夫が要求される。それゆえスカウ

ティソグに野外活動は不可欠であり、しかも

キャンプ生活はその取扱いいかんによって

は、日頃の膜を壊し、悪い習慣をつげたり、

恐ろしい事故や遭難にもつながる諸刃の剣と

もなる。

まで。

1981年５月号

断行そして熟慮

「熟慮断行」という言葉がある

しかし現実には

先ず「断行」しなければ

問題が解決しない場合がイ

かなりある

そのような時は、

「断行」有るのみである

「断行」しながら

「熟慮」すればいい

ボーイスカウトでは

「曰々の改善」というらしい

(阪神・淡路大震災に鮒&

ボランティア活動の反省より）
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Ｂ－Ｐ卿は『隊長の手引き』の中で、“戸

外生活はスカウティソグの真の目的であり、

成功の鍵である。しかしあまりにも都市生活

がしみこんでいるので、我々はこの目的を軽

視し、形式に戻りがちである。キャンプはス

カウティソグで少年たちが一番待望すること

で、隊長にとっては絶好の機会である。“キ

ャンプ生活は、テントの中で暮すこととは違

うのだ。前もってテントを作ったり、食べ物

の造り方を習ったりまでして、自分たちで設

営する”から少年たちに魅力があり教育とも

なるのだ。

昨今スカウティソグに野性味をとれ最近

のキャンプは、スカウトのキャンプらしくな

くなりつつあるとかを耳にする。きたるＳ月

には第Ｓ回日本ジャンボリーが、南蔵王で開

催されるが、過去のジャンボリーにおいて、

行事参加…パイオニア章取得…のためにキャ

ンプ生活がおろそかにされたようなことはな

かっただろうか。

指導者として、これらを謙虚に受けとめ、

Ｂ－Ｐ卿の教えを、いま－度かみしめてみた

い、と私は思う。

があるような気がしてならない。人にはあれ

これ命令をするが自分はやらないでロだけ出

したがる人が多くなってきたようである。あ

る日寸私が奥多摩の山小屋で雨宿りをしてい

たとき、７人のボーイスカウトが半袖半ズボ

ンの姿でずぶぬれになってきた。小屋の片隅

で昼食を取りながらこれからの行動について

の打合わせをしていた。雨にも負けず予定さ

れたコースを行こうと雨の日の日照時間のこ

とも考えずお互いに話し合っていたので、こ

ちらが心配になり、「おじさんはこの山によ

く来るのだが、今日は雨がはげしくなってく

るし、目的地に行くには真っ暗になってしま

うので戻ったほうがいいよ」と語りかけると

「僕たちはボーイスカウトです。計画どおり

に目的地に行きます」というしっかりした返

事が帰ってきた。

「君たちはこの山に登ったことがあるか」

と聞くと、「始めてです」では「君たちの隊

長はこの山とコースをよく知っているのか」

と問い直すと、「隊長はこの山に来たことは

ありません。いつも車できてくれますが、山

には登りません」という返事であった。この

スカウトの正直な返事に、驚きとともに一般

の世相に指導者も影響されてきたのかといさ

さか割り切れない気持になってしまった。共

に目的に向かって汗を流し、苦しみ、耐え、

乗りこえて行こうという気迫と基本的考え方

が薄れて行く昨今であるだけにボーイスカウ

トの指導者だけは自らやる人であってほしい

と思い、山でのこの些細(88い)な出来事に、

野外活動を訓練の場とするボーイスカウトの

指導者は、まず自分で体験し、自分でやって

みる人であってほしいとつくづく考えさせら

れた。どうかみなさん、率先して自らやる指

導者になってください。

まず自らやろう

ｕＩｐ芸迄

このごろの指導者を見ていて、一つだけ気

掛りなことがある。かつてテレビのコマーシ

ャルに「僕食べる人、君作る人」というのが

あったが、何かこれと似たようなニュアンス

で、「僕やらせる人、君やる人」という傾向 1982年ｅ月号
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Ｂ－Ｐの心に学ぶもの かつて、故村山有先生ほかの先輩の提唱

によって「宗教章」の制度が発足しました

が、それは宗教章に表わされる信仰を通じ

て、スカウトの内面充実を願われたものにほ

かなりません。信仰は、人知、人力をこえた

偉大なもの（神・仏）への敬仰であり、その

根幹をなすのは「つつましい心」であるとも

いえましょう。

その後、２０年余の歳月を経た現在、先輩の

あとをうけた私たちが、このような心をどの

ようにスカウトの血となし、肉となしえてい

るかを思うとき、伍泥(Ｕ〈いたるものを感じ

ている次第です。

現在および明日に向ってのスカウティソグ

の課題の一つが、ここにあるように思いま

す。

⑪、島毫筐‘唇三

私は、ボーイスカウト運動を生涯の道とし

て選んだことに限りない歓びと、この運動

に、私を導いてくださった、諸先輩の方々に

対して感謝の心でいっぱいです。

私が、この運動に志した最大の理由は、内

面（精神）と外面（健康・技能）の両立を躯

(肱)った運動であったからです。

たとえば、他に対する親切（奉仕）にして

も、それを自分が他に『してあげる』だけで

は奉仕の外面にすぎませんが、これに他から

奉仕の機会を『与えていただいた』という、

つつましい精神（内面）をともなうところに

この運動の素晴しさがあるのだと思います。

今日、世は自由という名の我がままや得手

勝手が性行して、『言うより聞き手になる』

というようなつつましさが失われつつあるな

かで、スカウトこそこのつつましさを実践し

ているのだと信じています。

“Ｂ－Ｐの心に還れ,，とはよく耳にする言

葉ですが、この“還れ'，とはどこを指してい

るのでしょうか。

私には、人としての内面と外面との調和の

とれた実践力のある青少年を育てよ。という

ことのように思われます。

スカウティソグとは、“自らに問う心（智

慧）,,を忘れることなく、諸事に対処して挫

（<C)けることなく勇断をもって新しい道を開

拓して生きる力であると思います。

省みて、現今の青少年の実態にふれると

き、内面と外面の両面の内、殊に内面の充実

を叫ばずにはいられません。

1983年Ｓ月号

篝

人間は

その短所による失敗よりも

長所による失敗のほうが

はるかに多くそして深い

曰々己を知る為の

努力が足りないからだ
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鏡を大切に その点、現場のリーダーは幸せです。何で

も恐しいほど写し出すスカウトという卒直な

鏡を持っているからです。どうぞ、その鏡を

宝として大切にしてください。

今一薊彗こう彊匡子

那須の野営場に行くと、コースの入口に鏡

があります。実修所に入所したとき初めて知

りました。そのときは、何か野営場には不つ

り合いに見えました。

いよいよコースが始まるとき、私はこの鏡

に向かい自問自答しました。「身なりはよい

か。入所の心構えはゆるぎないか。」それは

大変な緊張感でしたから、そうしないではい

られませんでした。

さてコースが始まると、忙しいこと忙しい

こと。

ネッカチーフが曲ったり、ベレー帽に枯れ

草を乗せたり、自分で気付く暇もありませ

ん。その都度、仲間が教えてくれて、直して

くれたものです。

後になって、自分なりにあの鏡の存在には

意義があることを`屠りました。

野外活動中は鏡がありません。その代りに

仲間という鏡があります。行動や服装の乱れ

は申すまでもなく、愛する道の友ならば更に

深く、お互いの理解、心構えの過ちも写し合

い、正し合い、成長し合うことのできる、す

ばらしい鏡です。

この習慣が、スカウティングの正しい発展

を支えて行くと思いました。

しかし悲しいことに、年功を重ね、箔が付

いてくると、互いの遠慮から忠告を敬遠する

ようになります。そうなるとお互いの鏡はま

ぶしくて反射しあうの･でしょうか。

よく批判を受けるのは、自分の姿が見えな

くなって、うっかりスカウティングの上にあ

ぐらをかく私たちの姿が、社会一般の人とい

う鏡には、掛値なく写るからではないでしょ

うか。

1984年Ｓ月号

人はだれでも

夕日を美しいと思うことは出来る

でも

夕日という文字を知っている人は

もっと美しいと思うことが出来る

絵や写真や詩や音楽で

表すことの出来る人は

もつと美しいと思うことが出来る

信仰心のある人のみる夕曰は

どんなに素晴らしいだろうか
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より広い視野をもとう この広い視野一識見をあっためには、研

修を続けるほかはない。研修を続けることこ

そ指導者たる第一要件である。ひとりで－

多くのなか主と協同で－そして、体得する

こと－汗をながし、自然のなかで、自分自

身をみがき続け、この道への奉仕を続けたい

ものである。

山ＩＦ優冒Ｉ且逗１専

小学校の校舎建築中のことである。児童の

ための「鏡」がとり付けられたが、工事の担

当者は、自分の目の高さで位置をきめてとり

付けてしまった。

鏡を利用する児童の「高さ」を考えずに、

自分の尺度や感覚で工事がなされたわけであ

る。（その後、事情を説明し、快く改良工事

がなされ、鏡の位置がさげられた。）

スカウト運動の指導者として、このような

「自分のやることだけが……」という独善的

一ひとりよがりの考え方で行動してはいな

いだろうか。指導者講習会、ウッドバヅジ研

修所、同実修所と自己研修をかさねていくな

かで、「これだけ知っているから……」「こ

んなに経験をつんだのだから……」という考

え方で、自己満足におちいってはいないだろ

うか。

スカウトに接し、奉仕できるよろこびをも

つ成人指導者は、つねに謙虚に自己をみつ

め、より深い研修を続ける姿勢をもちたいも

のである。

おとなの考え方一自分だけの尺度で少年

たちに接してはいないだろうか。自分だけが

子どもを理解していると「ひとりよがり」に

なってはいけない。

Ｂ－Ｐのことばに「私の目前にある山は、

『もっと広く見よ、もっと遠くを見よ、そう

すれば道が見いだせる－』と、私に告げて

いる」とある。

1984年ｅ月号

四つの信頼

少年を信じよう

スカウティングを信じよう

自分自身を信じよう

神（仏）を信じよう

孔子ノ言葉

之ｦ知ﾙ者ハ之ｦ好ﾑ者二如カズ｜
之ｦ好堵ﾊ之ｦ楽ｼﾑ者二如カズ｜
(ｽｶｳﾃｲﾝｸﾞｦ知ﾙ者ﾊｽｶｳﾃｨﾝｸﾞｦ楽ｼ堵｜

ニハ洲)’□･と)i震 f宝ifdbZLlM

』露呈
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「自然に学びたい」 ここに、自然を友とし自然に学ぶスカウテ

ィソグの最大の利点がある。

あとはただ我を大人が、指導者が、子供に、

スカウトにいかにして仕向けるかである。

スカウティソグの根本はどうであったか。

いかなる手法が最良であるのか。環境に押し

流されていないだろうか。自分自身思い上が

ったところはないか。こびへつらっている点

はないであろうか。口先きだけになっていな

いだろうか。

今一度、勉強し直さなければと思っている

のが昨今の私である。

i筍ヨキＰ５ヨヲヒミ

地震、雷、火事のつぎ、親父の座がゆらい

だといわれて久しい。親父に限らずかつて権

威のあったことくもの＞が、価値観の変動か

ら権威を失いつつある。スカウトの指導者

も、またそうではないだろうか。社会の変

化、スカウトのニーズに合わすといいつつ実

は押し流されていることばないだろうか。

私は学生時代、滑空部に所属し、プライマ

リー機で練習した。14回ゴム索を引張り、１７

回目にようやく１回空を飛べた喜びを味わっ

たことがある。飛行機よりもグライダーが好

き、スケートよりスキーが好きである。より

自然を理解し、自然に逆らわず、順応して与

えられた条件を克服する喜びは格別大きなも

りがあるからである。

自然は大いなる牧場といわれている。親や

権威には反発し、なかには逃避することも可

能であり、オロオロした親から自由をバイク

を車をせしめ、家を出て面白さのみの仲間と

奔放な生活をずる……

自然に対してはどうであろうか。自然をな

めて刃向かえばけがをするのがオチであり、

すべての自然の節理から逃避すれば死がある

のみである。スキーも登山もサーフィンも、

車の運転でさえ面白いからといって慣性や摩

擦という自然の法則を無視すればその結果は

明らかである。自然の強大さを知り、そして

偉大なるものへの信仰の心を芽生えさせるこ

とが、今の子供に最も必要なことではないだ

ろうか。

1985年７月号

原因は同じでも結果は同じではない

結果の無事に慣れるな

＝ＶＳＯＰでいこう＝

（ﾌﾟﾗ)ﾉﾃﾞｪｰoIttL租戟､）

ﾊﾞｲﾀﾘﾃｨｰ活力性

ｽﾍﾟｼｬﾘﾃｨｰ専門性

ｵﾘｼﾞﾅﾘﾃｨｰ独創性

ﾙｿﾅﾘﾃｨｰ個性

Ｖ
Ｓ
Ｏ
Ｐ

孔子ノ言葉

徳孤ナラズ必ズ郭アリ

(ｽｶｳﾃｨﾝｸﾞﾊ弧高的ﾅﾓﾉﾃﾞﾊﾅｲ）
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ル・ベルギー・スイスなどの遠く来てい

る少年たちのうちに、どこの国かただ

－人で一国を代表してきた少年もいると

う。

新聞記者が、その独りぽっちの少年に

むかって「淋しくない？お友達は出来た

？」と訊ねたら、その少年は、高原の無

の天幕を1肯して、「ちっとも淋しくない

友瀧にl:、こんなにいるから｜と、轡えた

そった。

これは、轍I剛の紙IniにｌｊＭたﾉＭ｣洲で

ある。その朝、何となく、朝飯まで美味

かつた。』

第一回ニッポンジャンボリーで

出会った少年
●

吉川英治氏（作家）

『奥の南軽井沢に、先頃から、日本

ジャンボリーの大キャンプ群が展開さ

れていた。迎えに来た番犀子の'二l】象に

もと、もう日暮れだったが、車をとば

して行ってみた。

｜｣｣並にｌｌｌｌまれた高原の段｣:i二に、世界

１４か国のボーイスカウトの色とりど

りな団旗、ことに日本の吹流しの幟な

ども、夕空の大浅間を正面に、色彩映

画の中世の騎士陣でも見るようにきれ

いだった。

新聞を見ていると「太陽族」「愚連

隊」とか、とにかく暴力という活字が

紙面に見えない日はない。どうして、

世間は、少数なものを、大多数の如く

錯覚させるのだろう。戸塚文子氏が、

なにかの紙上で「ついに、太陽の子と

いうことばも、私たちには、汚れを感

じさせてしまった。」と嘆いていた

が同感である。

だが、本当の「太陽の子」は、やは

り健康な若さを、ジャンボリーの無数

な天幕に、野の花のように咲かせてい

た。－少年に、道をたずねる。じつに

親切、かつ明断で、愛らしい。天幕の

中では彼らはねぐらの支度やらI晩さん

の用意に愉しげだった。

米・フィリピン・ドイツ・ポルトガ

★第一回日本ジャンボリー於軽井沢

昭和３１年８月３～７日

★この一文は、｜司年９月２日の「週刊朝|ヨ

」に連載中の「新・平家物語」の筆間余

録である

★大阪連盟弘報「やまひこ」（昭和３１年

１０月１１日）巻頭言の一部として、使用

されたものから蛎載した

篠

指導してくれる人は必ずしも

容易にみつかるとは限らない
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晨言ﾆﾗ壱三ＣＤ言寺

サムエルウルマン

青春とは人生のある'|寺期ではなく、

心の持ち方をいう。

バラの面ざし、紅の唇、しなやかな手ｌｊ４では/J:〈、

たくましい意志、豊かな想像力、燃える情熱をさす。

青春とは人生の深い泉の清新さをいう。

青春とは臆病さを避ける勇気、

安易に流れる気持ちをふl()すてる冒険,Ｍ１P篇'床する。

時には二十歳の青年よりも六十歳の人に青春がある。

年を重ねただけで人は老いない。

理想を失うとき初めて老いる。

歳月は皮膚にしわを増すが、情熱を失えば心はしぼむ。

苦悩・恐怖・失望により、気力は地に這い精神は芥になる。

六十歳であろうと十六歳であろうと人の胸には、

驚異に魅かれる心、幼子のような未知への探究心、

人生への興味の歓喜がある。

君にも吾にも見えざる心の繋がりがある。

人から神から美・希望・歓び・勇気・力の

霊感を受ける限り君は若い。

霊感が絶え、精神が皮肉の雪に被われ、

悲嘆の氷にとざされるとき、

二十歳であろうと人は老いる。

頭を高く上げ、希望の波をとらえる限り、

八十歳であろうと人は青春にして巳む゜
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｢編集グループ」『おわりに』

古人の跡を求めず

古人の求めたものを求めよ

◎大阪スカウトクラブ

田村博治奥壽良

加茂田甲高島忠男

佐藤茂弘佐多治美

山田康正後藤森一

武田慶一市口正大郎

二階堂泰規石橋善晴

青木栄治曽根輝夫

太田春子山口満雄

成瀬堅太郎

☆ワープロ編集

高森茂今井清水

「スカウティング」誌（昭和３３年

～平成元年）の巻頭言から、選ばせ

て戴いた原稿を、まとめてみました。

先ず、始めにお断りとお詫びを申

しあげます。

著者の方のご了解を得ず、掲載さ

せて戴きました。後に続く後輩の為

なにとぞお許しください。

ここに掲載できなかった原稿も皆

素晴らしいものばかりですが、次の

ような理由で割愛させて戴きました。

同一の方のものは一点にさせて戴

きました。（中村知先生を除き）

その時の話題性に富んだもの（新

年の挨拶・ＢＰ祭のメッセージ・諸

行事・自然現象・社会的事象など）、

時代的背景（社会情勢・ボーイスカ

ウトにおける教育制度など）が異な

り、若い指導者達には理解できにく

いものなどは、別の機会に譲り札to

特に、若い指導者達の意見・感想

を大切にし、選ばして戴きました。

紙数の都合とはいえ、なにとぞご

容赦くださいますよう、お願い申し

あげます。

◎大阪連盟資料センター

義村隆宮本智喜

吉井義隆藤淵和代

窪井文子小倉匡平

（高島・佐多・山田後藤

石橋・青木・曽根・太田

山口・今井）

（）は大阪ｽｶｳﾄｸﾗﾌﾟと重複

☆ヤングチーム

足立雅也松村満夫

中田延明飯岡正敏

-１
大阪市中央区者の宮中央2-13-33

日本ボーイスカウト大阪連盟気付

大阪スカウトクラブ『スカウティングの原点を探る

シリーズ編集グループ』


